
の取り扱いについて (2)

現代社会の読点から一一

上はじめに一現代史を学ぶことの意味一

昨年度の研究紀要(第33・34集)に引き続いて、今年

度も現代史の取り扱いについて考察を加えたい。

現在、現代史をめぐっては活発な議論が行なわれてい

るが、その中心となっているのは戦争中の出来事など歴

史的過去の是非を問うことである。しかし、そこにはそ

れが生徒にとってどのような意味を持つのかという視点

は、ほとんど見られない。生徒の現実に置かれている世

界との関連性を考慮、しない限り、生徒の日常からは遊離

した議論に陥ってしまう。それゆえ現代史を単に歴史的

過去としてのみ扱うのではなく、現代社会まで射程に入

れた幅広い視野から扱っていく必要があると考える。

では実際に生徒にとって、現代史を学ぶ意味は何であ

ろうか。そこでまず最初に、私のとらえている高校生像

について触れたい。普段私が学校で自にする高校生は、

過剰なほど「みんなといっしょJであろうとする。女子

生徒の服装を見ているだけでも、同一のメーカーの向色

のマフラーを、同様の結び方で身に着けている生徒がク

ラス内に何人も存在する。ところが傍自には一見全く同

じに見えるのだが、生徒の関ではそれが「カシミア入りj

であるかないかで「大きな違いjがあると感じており、

そこに個性を表現できると考えている。彼らが集団から

突出することを恐れながら、「許容できるJほんのわずか

の差に意味を見出し、こだわっている姿がうかがえる。

これは単に流行という言葉では片付けられない向か不気

味なものを感じる。

このような高校生に対して、授業の最初にアンケート

を行なってみた。(資料 1参照)私が担当している高校2

年生の 3クラス110名に対し、無記名で次のようなこつの

質問を行なった。まず最初の質問は、「同じクラス内でい

じめを見ました。他の人たちは見て見ぬふりです。あな

たならどうしますか?Jというもので、 3クラスとも回

答の選択肢で最も多かったのが「何もしないjであった。

最も多いクラスで76%もの生徒が、最も少ないクラスで

も60%の生徒が傍観の立場をとると答えている。事前の

調査では、ほとんどの生徒が「いじめは悪いことjと考
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えているにもかかわらずである。

そして二番目の質問はJ電車にお年寄りが乗ってきま

した。しかし誰も席を譲ろうとはしません。座っている

あなたなら、どうしますか ?Jというもので、これも 3

クラスとも「どうするか迷うjと答えた生徒が最も多く、

その割合は最も多いクラスでは62%、最も少ないクラス

で49%にのぼる。さらにこれに二番目に多い回答の「座

り続けるjと答えた生徒を加えると、どのクラスでも 8

割近い生徒が消極的な態度を示すことがわかった。これ

も事前に生徒に関いた際には、「お年寄りには親切にjと

いうことに対して、誰も異を唱えなかったにもかかわら

ずである。

このアンケート結果からもわかるように、高校生に見

られる「意識と行動のずれ」は非常に大きい。そしてそ

れをもたらしているのは、個人の道徳的判断よりも「周

囲の目jが彼らの行動を支配しているためであり、また

「集団からの排除Jを恐れて「みんなといっしょjであ

ろうとするためである。このような集毘主義的で差異に

対して非常に敏感、かつ排除されないように集団に同識

しようとする生徒の日常を授業で問うとすればJある事

柄に対して、それが正しいか正しくないかJという問い

掛けに意味があるとは思えない。マスコミ等でよく「子

どもの倫理観の欠如Jを耳にするが、少なくとも私の身

近にいる高校生に関しては、「大人と同程度」の倫理観は

持ち合わせている。むしろ間われるのは|周囲の呂Jが

意味するものであり、「正しいと思っていても、それがで

きないのはなぜかjあるいは「正しくないと患っていて

も、それに従ってしまうのはなぜかJという問い掛けが

必要である。

そのような問い掛けを私は、過去の歴史の中に求めた

いと考える。特に全体主義を経験した現代史こそ、格好

の教材としてふさわしいのではないだろうか。暗黙のう

ちに集団主義に陥っている高校生の日常を顧みる一つの

方法として、過去との対比が行なえるならば、そこに現

代史を学ぶことの意味が見出せよう。そこで次に、授業

において全体主義の時代を検証し、現在を顧みるために

必要な教材化の視点について見たい。
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2.教材化の視点一日常史と社会心理学一

( 1 ) 日常史の視点、

私が最初に全体主義の時代の検証を思い立ったのは、

1993年にアメリカのワシントンDCにオープンしたホロ

コースト記念博物館 (UNITED ST A TES HOLO-

CAUST MEMORIAL MUSEUM)を訪れた際であっ

た。同館の展示方法には、「ユ夕、ヤ人お断わりjの看板が

かけられた商庖や公園に置かれた「ユダヤ人専用Jのベ

ンチなど、第二次世界大戦前後のドイツの街角を復元し、

見学者に追体験させようというものがあり、日常生活の

ごく身近な所に自を向けさせようとする視点に、深く考

えさせられるところがあった。(資料2参照)

このような体験を元に、日常の視点から全体主義の時

代を検証する教材化を図ろうとしたが、その枠組みとし

て用いたのが日常史の視点である。日常史の視点とは、

主に近年のドイツ社会史研究の中に顕著に見られるもの

で、デートレア・ポイカートらに代表される若い世代の

歴史家たちがその中心である。

その特徴として、ナチズムを支えた「普通の人々jの

日常を分析することによって、その時代の社会体制や精

神情況を明らかにしていこうとする「下からJの視点に

立ち、ナチズムをヒトラーやアウシュビッツの異常性や

狂気の問題に限定せずに、むしろごく平凡と見えるもの

の中から、アウシュビッツの道へとつながっていったも

のを導き出すことに重点を置いている。

そのために必要なものとして、ポイカートは次の三点

を挙げている。それは、①生活世界の構造が複雑である

ことを理解する力、②焦点、をしぼった分析的関心、③自

分自身の現在の日常の問題意識と価値観を倫理的に見つ

めなおすこと、の三つである。 (1)

これは従来の「被害者二反体制者・ユダヤ人JI加害者

二権力者・政治的指導者Jという単純な図式では見えて

こない、言わば「灰色の存在jである「普通の人々jを

取り上げ、彼らの日常的な感覚でのナチズム理解の在り

方や政治体制の受け入れ方を明らかにしていくことによ

って、ナチズムの今日的課題の把握を行なおうとするも

のである。

また、日本でナチズム研究を行なっている山本秀行も、

「ユダヤ人迫害などが、ひと握りの狂気にかられた人び

とがやったことであるとするならば、問題はむしろ簡単

であろう。われわれには関係ないこと、過去の出来事と

してすますことができるからである。だが、人びとの証

言や記憶の分析からいえることは、むしろごく平凡で、、

普通の人びとが、おおくのばあいナチズムとは距離をお

きながらも、ナチスの政策を支持したり、ナチ体制に統

合されていったという点にある。平凡な結論ではあるが、

そこにこそナチズムの問題とこわさがあるように忠われ

る。J(2)と述べているように、異常性や残虐性といった非

日常の世界に問題を収束させることは、ナチズムの今日

的課題の意味を失わせることになり、それゆえ日常世界

における問題として取り扱う必要がある。

これに対して、ホロコーストという「異常jで「残虐」

な出来事すらも、日常の視点でとらえるのが可能で〉ある

ことを見事に証明してみせたのが、 1985年に制作された

クロード・ランズマン監督のドキュメンタリー映画「シ

ョア-Jである。この映画の特筆すべき点は、のべ 9時

間半にわたって、ホロコースト関係者が40年前に起こっ

たことを証言する映像のみから構成されるという手法に

ある。それもユダヤ人やナチス親衛隊員だけでなく、例

えばユダヤ人の輸送に関わった国鉄の職員、機関車の運

転士といった「普通の人々Jを登場させ、彼らの語り口

を通して、非日常の仕事に従事した彼らが、「いかに日常

を装うことに努めようとしたかJを浮かび上がらせてい
る。 (3)

こうした日常史の立場からのナチズム研究の層の厚さ

に対し、同時代の日本の社会史研究は、まだまだ開拓の

余地がある。建前と本音の乗離といった我々には馴染み

の深い日常感覚での歴史理解を、外回史研究に教わる所

が多いのも不思議な観がある。「侵略Jや「天皇jにばか

り呂が向くあまり、「普通の人々jには注意が払われてこ

なかったのであろうか。「箪球jや「政府JI天皇jの責

任を論じることのみに終始すれば、それが擁護の立場で

あろうと追求の立場であろうと、特異な非自常の問題と

して無意識のうちに問題の無化が進み、今日的な意味を

失ってしまう恐れがある。

これに対して思想史研究の藤田省三は、「天皇制国家J

と区別して「天皇制社会Jという言葉を用いる必要を述

べている。すなわち、国家を構成する人間とは全く違っ

た普通の庶民が編成されて「天皇制社会jが作られ、そ

の集合的権威の下でのみ、初めて「翼賛体制jという日

本型全体主義が可能となったとし、全国津々滞々にまで

及んだこの「翼賛体制jという一体的集団内における個

人の行動様式に焦点、を当てようとする。 (4)こうした日本

社会に対する「下からJの視点は注目に値する。

さらに作家・画家の妹尾河童は、戦時中に少年時代を
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送った神戸の街の様子と自らの体験を克明に記録した

f少年HJl(5)を著してベストセラーとなったのは記憶に

新しいが、この本によって「翼賛体制jの具体的な内容

が広く知られるようになったのは画期的で、ある。自伝小

説という形をとってはいるが、歴史資料として十分に通

用するものである。

このように日本ではまだ体系だった歴史研究には程遠

いが、部分的にせよ日常の生活世界への関心が高まって

きているのは確かで、ある。また日常史という視点は、戦

時中の極度の協向主義を照らすと共に、先に触れた我々

自身の集団主義をも映し出してくれる可能性を持ってい

る。 f戦争は悲惨」という平板な認識で終わらせないため

にも、「悲惨と矢口りつつ、それに異を唱えられなかったの

はなぜか」あるいは「疑問を抱きながらも『当たり前の

ことjとして受け入れていたのはなぜか」といった、「普

通の人々」の日常的行為・思考の実際を問い産していく

ことが必要である。

( 2 ) 社会心理学の視点

日常史の視点から浮かび上がってくる、全体主義の今

日的課題とは、突き詰めて考えると、人間の心性の問題

といえるのではないだろうか。そこに現代史(過去)と

現代社会(現在)とを結び、つける手がかりがあるように

思える。では、この心性の問題を社会心理学的に把握す

ることは可能だろうか。そこで、次の二人の社会心理学

者に注目したい。

まず第一に、フランクフルト学派のエーリッヒ・ブロ

ムは、急成長するナチズムを社会心理学的側面から分析

して、 1941年に『自由からの逃走Jl(6)を著した。この中で

アロムは、当時のドイツの中産階級の分析をもとに「人

間は偲であることの不安が大きければ大きいほど強烈に

類的結合を求めるjという社会心理を唱えている。このフ

ロムの説が、戦後50年以上たった現在でも説得力を持ち

続けているのは、世界各地で今なお民族ナショナリズム

や宗教結社など、多くの偏狭な集団が生み出されている

ためであり、それは不安・孤独を生み出す社会的背景の違

いがあっても、集思や組織の持つ外的権威に依存して自

己同一性を見出そうとする人間の心理が、未だに克服さ

れていない、現代社会の問題であることを物語っている。

そして第二に、アメリカのスタンレー・ミルグラムは、

権威に依存した人間の行為の問題点を明らかにするため、

1963年にエール大学において、「アイヒマン実験jと称さ

れる一連の社会心理学実験を行なった。これは合法的権
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威によって他人に危害を加えるように命令されたとき、

人はどのように振る舞うかを調べたもので、実験結果は

大多数の参加者(一般のアメリカ市民)がそれに従うこ

とが判明した。

この実験によって「権威に対する盲目的服従jという

点、では、「上からの命令」でユダヤ人虐殺を行なったナチ

ス親衛隊員アイヒマンと、「研究者の指示Jに従って「残

虐行為jを行なった一般のアメリカ市民との心理的な違

いを見出すのは困難であるという結論が得られた。

この問題についてミルグラムは、 1961年にエルサレム

で行なわれたアイヒマン裁判について論じたハナ・アー

レントの「悪の平凡さJ(7)という言葉を引用しながら、次

の二点、に触れている。それは、①自分の仕事をしている

だけで、特別な敵意を何ら持っていない普通の人が、恐

るべき破壊活動の一翼を担い得る、②自分のやっている

ことの破壊的影響が明白となり、基本的道徳規範と矛盾

する行為を遂行するように求められたときでも、権威に

抵抗できる足場を持っている人は少数である、のこつで

ある。 (8)

このような問題点の指摘に対して、日本について見る

と、どうであろうか。例えば、ドラマ「私は貝になりた

いjの原作者で、自身も捕虜虐待の容疑で戦犯に関われ

て死刑判決を受けた(後に唯一人再審が認められ減刑と

なった)加藤哲太郎の手記を読むと、そこには命令と道

徳的規範との葛藤に苦しみながらも、遂には権威に服従

していく人間の心理が克明に述べられている。 (9)

また、現在でも生々しい記憶を留めているサリン事件

を引き起こしたオウム真理教について、元信者の高橋英

利の手記fオウムからの帰還Jl(l0)を読むと、ここでも「教

祖への絶対帰依Jという「権威への盲呂的服従Jに陥っ

た信者の側からの痛切な反省が綴られている。

このような手記を自にするとき、アイヒマンに典型的

に見られた権威と服従の問題が、時間と空間を越えて繰

り返されてきたものであることがわかる。これもまた、

未だ克服されていない現代社会の問題であるといえる。

そこで次に、このような視点を生かして教材化し、そ

れを実際の授業でどのように展開できるか、について触

れたい。

3 .授業展開の実際-授業「全体主義の中の日常J-

授業を行なったのは、高校2年生対象の 4単位の現代

社会の授業においてである口まず最初に授業目標として、

「全体主義の時代を生きた『普通の人々jの日常を検証



し、特に集団・組織内の個人の心理まで掘り下げて見る

ことによって、現代社会における集団・組織と個人の在

り方を考えるJこととした。

そして授業のタイトルを「全体主義の中の日常jとし、

日本とドイツ双方の社会を取り上げた。授業は大きく分

けて 5部構成になっている。それぞれの見出しと時間配

分は次の通りである。

①戦時下呂本の日常(5時間)

②軍隊組織の中の呂常(3時間)

③ナチス体制下の日常(5時間)

③ホロコーストの中の日常(3時間)

⑤服従を求める人間の心理(3時間)

以下このI1霞番に従って、内容を見ていくことにする。

(資料3参照)

( 1 ) 戦時下回本の日常

第 1!1寺: (愛国イロハカルタと戦時下の街の風景}

まず導入として用いたのは、戦時中に作成された「愛

国イロハカノレタJ(資料4参照)である。これを実際に使

って班ごとに遊んでみて、当時の雰囲気を体験すると共

に、読み札と絵札の意味を考えた。(11)これに加えて当時

の街の風景写真(資料5参照)を提示し、防空訓練のバ

ケツリレーや、出征する兵士の見送りの様子を知り、街

角に掲げられた防諜や精神高揚のスローガン、パーマを

かけた女性の通行禁止の札などの意味を考えた。

第2時~第4時: (少年Hの見た戦時下の日本]

そして次に取り上げたのが、妹尾河童著の f少年Hj

である。 r少年Hjは先に触れたように、著者自身の少年
時代を送った戦時中の神戸の街が舞台で、日というあだ

名の、疑問に思ったことはすぐに聞かずにはいられない

好奇心の旺盛な主人公の少年と、洋服j吉の仕立て職人で

後に消紡士となった父、熱心なクリスチャンで隣組の班

長を務める母、そして妹の一家四人に降りかかる様々な

出来事を、少年の白を通して克明に描いている。

このうち、 5つの場面を選んでプリントにして配布し、

それを読み進めながら、主人公が次々と発する疑問の数

々に注目し、発問として投げかけてみた。その主なもの

をまとめたのが次の表である。

プリント i 主な発問

①アラヒトガミ|なぜ学校で誰も御真影を見てはい
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学校や近所で見

開きする天皇に

関する不思議に

ついて

②赤紙

(資料6参照)

召集令状に対す

る大人たちの本

音と建前につい

て

③踏絵

クリスチャンに

対する弾圧につ

いて

けないのか。アラヒトガミ(現人

神)とは何なのか。

なぜ教科書は古事記の話を、その

まま載せないのか。

なぜ「天皇陛下というても、御飯

も食べるしウンコもする。普通の

人間と同じゃjと子供に言った近

所のおじさんが逮捕されたのか。

不敬罪とは何か。

なぜ子供はみんな天皇の赤子にな

るのか。

なぜ上宮の命令はみんな天皇陛下

の命令になるのか。天皇はたくさ

んの隊長がどんな命令を出してい

るか実際は知らないのに、変では

ないのか。

赤紙が来て喜んで〉た人を一人も見

たことがないのに、なぜ新聞には

反対のことが書いであるのか。

近所の兄さんの家に赤紙を届けた

郵便屋さんが、気の毒そうな顔を

して「おめでとうございますJと

言ったのはなぜか。

赤紙を受け取ったとき、誰も喜ん

でなどいなかったのに、壮行会の

日に兄さんはなぜ反対のことを言

ったのか。

なぜ赤紙をなぜ「めでたいjと思

わなければならないのか。

阿川ヒンJの名町須|

田博Jに変わり、「ハンドルjが「運

転円把jに変わったのか。

なぜクリスマスを自粛しなければ

ならないのか。なぜキリスト教が

弾圧を受けるのか。

なぜみんなと違う考えを持ってい

ると思われたら、非国民、国賊と

言われるのか。

非国民、国賊とは何かD なぜ酷い

自に合わされるのか。

なぜ牧師が治安維持法違反で逮捕

されたのか。



④隣組 i防空訓練とは何か。火叩き棒とは

{可か。

隣組の協同精神|なぜ新聞は空襲の事実を書かない

について lのか。

なぜ役に立たない防空訓練が必要

なのか。

⑤スパイ |なぜ父がスパイ容疑で警察に連れ

|ていかれたのか。

相互に監視され j誰が誰をスパイしているのか。

た生活について!なぜ父はスパイ探しをやめるよう

に言ったのか。

こうした発問を通して、天皇という権威の名のもとに

集団に同認しないとみなされるもの、すなわち「異質な

もの」が排除され、またそれを恐れて人々が一層向調し

て、戦争遂行という一つの方向に向かつて集団全体がま

とめられていく姿をとらえようとした。

第5時: [i裸の王様jと少年目〕

最後に、 f少年Hjを通して浮かび、上がった上記の問題

点を理解する手助けとして、アンデルセン童話の「裸の

王様jを取り上げた。少年目と「聖戦を信じたj周囲の

大人たちとの関係は、この物語に登場する少年と「着物

が見えたJ大人との関係に類似する。そこでこの二つを

比較することによって、フィクションが現実化していく

過程を、「周囲の呂」や「常識Jに注意して理解しようと

した。

( 2 ) 軍隊組織の中の日常

第 l時: [ドラマ「私は貝になりたいほ

第 1部では翼賛体制を支えた共同体を取り上げたのに

対して、第2部では日本陸軍という、より厳格に権威に

支配される組織内での、人間の心理と行動について見ょ

うとした。

そこで最初に取り上げたのが、先に触れたTBSで放

映されたドラマ「私は貝になりたいJ(主演:所ジョージ)

である。このVTRの映像を用いて、主人公の清水二等

兵が「上官の命令は天皇の命令jという言葉に押し切ら

れて捕虜殺害を行い、戦後になって戦犯として逮捕され、

裁判で死刑判決に至るまでを見た。

第2時: [戦犯裁判をめぐる討論〕

次にドラマの中で死刑判決が下されたことに対して、

「主人公は有罪なのか無罪なのかj、また「自分が同じ状

況に置かれたとしたらどうするかj、各自で意見をまとめ

た上で討論を行なった。この結果、生徒は有罪か無罪か

については、ほぽ半数に意見が分かれる一方で、同じ状

況に置かれたなら自分も子を下してしまうという生徒が

圧倒的に多かった。(資料7参照)

第3時: [原作者・加藤哲太郎の苦悩}

そして最後に、原作者の加藤哲太郎の手記(資料8参

照)を読み、中留で〉無実を叫ぶ捕虜の処刑に立ち合った

ときに、良心の問責に悩まされながら、どうすることも

できなかったこと、日本で米軍捕虜が公衆の面前で天皇

を罵倒したときに、相手の主張の正しさを認めながら、

暴力を加えてしまったことを知り、個人の道徳的判断と

矛盾する行為に駆り立ててしまう、軍隊組織が持つ「権

威Jの意味を考えようとした。

( 3 ) ナチス体制下の日常

第 l時: [アンネの見たナチスの迫害}

第 3部では、第 1・2部の日本と同時代のドイツに舞

台を移して、ドイツ社会の「普通の人々Jについて見よ

うとした。ナチスの迫害というと、すぐに大量虐殺をイ

メージしてしまうが、授業では大量虐殺にエスカレート

していく前に起こっていた、見落とされがちな日常的な

風景の中の弾圧にまず白を向けた。

そこで最初に、アンネ・フランクが遺した fアンネの

E記j(12)を取り上げ、彼女の文章から1940年からドイツ

の街で起こっていた、ユダヤ人に対する黄色い星印の着

用、自転車の供出や交通機関の利用禁止、プールや映函

館など娯楽施設への立ち入り禁止、質物時間や外出時間

の制限という、日常生活の細部にまでわたる規制・弾圧

の事実を知った。(資料9参照)

第2時~第4時: [ドイツ市民とナチスの迫害}

そして今度は、「同じ街で暮らしていたドイツ人は、身

近なユダヤ人に対する弾圧に対して、どのように思って

いたのかJという発問を行ない、一般のドイツ市民の立

場から迫害について見ることにした。

そのために、「普通のドイツ人jの生活の記録として、

アメリカの社会学者ミルトン・マイアーが、戦後間もな

いドイツで開き取り調査を行なって著した『彼らは自由

だと思っていたj(13)を取り上げ、その一部をプリントに
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して読み進めた。(資料10参照)

この中でまず、クローネンベルクという調査を行なっ

たドイツの小さな街の人々が、余暇活動の充実や仕事の

保障など、ナチスの時代を「よい時代」であったと考え

ていて、ユダヤ人に対する弾圧が起きた持にも「街角の

ちょっとした騒ぎJ ぐらいにしか思わず~" 1大して気に留

めなかった」という感覚だったことを知った。

次にその背景にあった、ユダヤ人や反体制者といった

人々が街の共同体から「異質な存在jと思われていたこ

とを知り、「異質なものjが排除されても「気にならないJ

無関心が、徐々にエスカレートする迫害への無抵抗・無

感覚へと続いていくことの意味を考えた。

これに対し、かつてナチスに反対した経験を持つ教師

に注目して取り上げ、彼が「なぜナチスに対して反対し

なかったのかjという発問を行なって、この人物につい

て見ていった。その結果、ユダヤ人を気の毒に思いなが

らも、自分が「異質な人間Jとみなされないように、一

生懸命他の人たちと同じように振る舞っていたことを知

り、その根底にあった恐怖心について考えた。

これらを通して第 1部の日本と向様、「普通のドイツ

人Jの日常感覚の中にも、ユダヤ人など「異質なものJ

が排除されることに対する無関心・無感覚がある一方で、

集団内での孤立を恐れて間質な社会集毘に向調しようと

していたことを理解した。

第5時: [心理学実験「あなたは孤立に耐えられるかJ]

最後に、上記の問題を身近なものとして理解するため

に、アメリカの社会心理学者のアッシュ(14)が行なった実

験を紹介した。これはある質問に対して、集団の中で何

も知らされていない一人(被験者)を除いて全員がわざ

と誤った回答をするときに、被験者はどんな回答をする

かを調べたところ、被験者の約8割がつられて誤ってし

まうことが判明した。自分の自の確かな証拠を信じるよ

り集団の判断に従ってしまうということをJ孤立Jや「多

数派の圧力Jに注意して理解した。

( 4 ) ホロコーストの中の白常

第 l時: [1ショアーJの世界]

第2部で日本陸軍という組織の中の人間の心理に注目

したように、第4部ではドイツの組織の中の伺様の問題

について見ることにした。

そこでまず最初に、ユタ。ヤ人の強制収容所への鉄道輸

送に協力したドイツ国鉄について、先に触れたクロード

-ランズマン監督のドキュメンタリー映画「ショアー」

の中から 3人(元機関士、元ダイヤ編成課員、歴史学者)

の証言を取り上げて、映像とプリントを通して見た。

(資料11参照)

彼らの証言から浮かび上がってくるのは、自分の「仕

事jをしているだけで、ユダヤ人に対して特別な敵意も

持っていない「普通の人間Jが、大量虐殺の一翼を担っ

ていた姿である口生徒の感想、を見ると、「当たり前のこ

とム「普通のことjとして行なえる人間の心理に対する

驚きが述べられている。(資料12参照)

第2時: [アドルフ・アイヒマンの生涯]

そして今度はナチス親衛隊というユダヤ人虐殺を直接

担当した組織の責任者であった、アドルフ・アイヒマン

を取り上げた。彼の生涯を具体的に知るために、日本テ

レビで放映された「知ってるつもり ?lアドルフ・アイヒマ

ンjのVTRを用いた。(資料13参照)

映像の中では、一介の平凡なセールスマンであったア

イヒマンが、ナチスの思想ではなく力強さに引き寄せら

れ、親衛隊という組織の中で初めて自らの居場所を見出

して職務に忠実に励み、ユダヤ人問題の責任者となって

いく姿が描かれており、またユダヤ人の虐殺に関する彼

の実際の仕事が、机の上で計画書にサインをするような

「事務的な仕事Jであったことにも触れられている。こ

の映像を通して、アイヒマンを「悪魔の化身jではなく

「普通の人間Jとしてとらえようとした。

第 3時: [アイヒマン実験]

最後に、ユダヤ人虐殺の責任者ですらも、親衛隊とい

う組織の「上からの命令Jに忠実に服した f普通の人間J

であったことの意味を考えるために、先に触れたスタン

レー・ミルグラムによる「アイヒマン実験Jを紹介した。

(資料14参照)

この社会心理学実験は、「体罰の学習効果を探るJと称

して、一般から募集した被験者が「教部J役を演じ、隣

室の「生徒J(実際は声だけの演技)に質問して、誤った

回答をする度に罰として電流ショックを与えるというも

ので、誤答の回数に比例して電圧も高められていく仕組

みになっている。やがて被験者は隣室から関こえてくる

附き声に擦蕗するようになるが、そのとき被験者を見守

る「大学の研究者jが実験の続行を指示すると、 7割近

くの被験者が、生命の危険がある最大電圧まで罰を与え

続ける、という結果が得られた。

この結果をもとにして、明らかに基本的道徳規範と矛
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盾する行為を遂行するように求められたときでも、権威

に抵抗することがいかに困難であるかを理解した。

( 5 ) 服従を求める人間の心理

第 l持: [ドイツ人少女の見たナチズム]

第 4部までは、集団や組織の中での権威の問題を見た

が、第 5部では、特に「自ら進んで服従を望むJ若者に

注目して、その心理を解き明かそうとした。

そこで、まず最初に取り上げたのが、 ドイツの青少年

たちを夢中にさせたヒトラー@ユーゲントについてであ

る。このヒトラー・ユーゲントの雰囲気を知るために、

インゲ・ショルが著した『白ノてラは散らずj(15)を資料と

して用いた。(資料15参照)

この中で、当時のドイツの若者ーたちが、「偉大な民族共

同体j建設を担う「一つの大きな組織だった有機体の一

員」としての誇りと自覚を持ち、「ヒトラーは自分のする

ことをちゃんとわきまえている、だからみんな重大事の

前には、気になることやわからないことをのみこむのが

当然だjと考えていた点に注目し、自ら進んで組織の権

威に身を委ねる若者の姿をとらえた。

第2時: [自由からの逃走}

そこで次に、「なぜ、自ら進んでト服従を求めるのか」と

いう発問を行い、先に触れたエーリッヒ・ブロムの f自

由からの逃走jを取り上げた。(資料16参照)

この中でアロムが、権威に服従して身を委ねてしまう

人間の心理の根底には、「孤独感に対する耐えがたい恐

怖jがあり、これを克綴するために「偲人的自我の絶滅j

すなわち「自己の外部の、いっそう大きな、いっそう力

強い全体の部分Jとなって、それに没入することが必要

であるとする主張に注目して、権威に服従することは、

同時に自ら権威の一部分となってその力と栄光にあやか

ることを意味することや、それによって「生活の意味J

や「自我の同一性jを決定することができること、さら

に自ら思考・判断することの放棄に、安楽を見出すこと

を理解しようとした。

第 3時: rオウムからの帰還]
最後に、現代社会で権威に依存した若者が陥る危険性

について見るために、先に触れた元オウム信者・高橋英

利の『オウムからの帰還jを取り上げた。(資料17参照)

この手記を通して、若者たちが孤独から逃れようとし

て、オウムに自分の居場所を見出しJ教祖への絶対帰依」

という「自己を空っぽの器にし、そこにグル(教祖)の

意志を満たすjことを目指した結果、大量無差別殺人を

実行してしまったこと、そのような反道徳的な命令に対

して、「集団としての強力な圧力jの中では、もはや誰も

止めようがなかったことを知り、教祖という絶対的な権

威に「富目的に服従」したことで、個人の道徳的判断・

思考を放棄してしまったことが、破壊的暴力に加担する

ことにつながったことの意味を考えようとした。

仁おわりにー現代史と現代社会一

まず第ーに、全体主義の時代の自本とドイツの社会に

ついて、授業を通して浮かび、上がった「集団・組織と個

人の在り方」の問題点を集約すると、次の 3点が挙げら

れる。

①多数派への向調とフィクション(虚構)の現実化

②「異質なものjの排除に対する無関心と恐怖

③権威への服従による個人的判断の停止と「反道徳行

為Jの遂行

こうした問題点を見る自を、今度は現代社会を見る百

として再構築していく必要がある。その一例として授業

展開の最後の部分でオウム真理教を取り上げた(16)が、こ

の他にも応用すれば、いじめなどを扱うことも可能であ

る。そして、さらに一歩踏み込んで、それを「どのよう

にして克服するかjにも言及する必要を感じているが、

現段階では f危険を知り、それに陥らないようにする」

ことを喚起するに留めている。

そして第二に、歴史理解に関して触れると、この一連

の授業で全体主義の時代を理解したというつもりはない。

これはあくまでも、ある角度から切り取って見た現実の

一断面にすぎず、これで全体像が描けるとは思っていな

い。しかし、その一方で、歴史の全体像とは何なのか、

その暖昧模糊とした全体像を描こうとするために、かえ

って歴史の具体的なイメージを阻害しているのではない

か、という思いを5虫くする。

かつてドイツのギムナジウムの教師であったフォッケ

とライマーが、若者が「現代史を学ぶjためには、彼ら

が感情移入できる具体的状況を示す必要があるとし、ナ

チスの時代に若者であった人々やその親たちが毎日味わ

っていた具体的な経験を収集して資料を提示した(17)よ

うに、具体性にこだわって等身大の人間像を描くことは、

f生きたJ歴史感覚を取り戻すーっの方法であるように

思える。

これに対して、全体主義が呈する現象額ばかりを見て
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いるのではないか、という反論もなされようが、確かに

その成立過程や、枠組み、独裁的な支配形態を理解しよ

うとする視点は弱い。しかし、全体主義という言葉自体

の持つ意味合いが以前とは変わってきており、従来のフ

ァシズムやスターリニズムといった「政治支配の在り方

における全体主義j像に加えて、最近では「生活様式に

おける全体主義J像のイメージが強まっていることを考

慮に入れる必要がある。(18)

これは、ジョージ・オーウェルが r1 9 8 4年JJ(19)の
中で描いたような、日常生活の隅々に及ぶ「管理社会J

的様相に全体主義像を見出していこうとする動きと重な

る。今後さらにこうした傾向が続けば、全体主義の概念

の見直しが求められるであろうし、「下から」見た全体主

義の実態、の解明が必要とされるはずである。

さらに第三に、このようなテーマを絞った授業を展開

できたのは、現代社会という科目であったことにも触れ

ておきたい。これまで私が担当してきた世界史の授業で

あったならば、通史・全体史の枠にとらわれて不可能で

あった。現代史はその重要性が指摘されるわりには、通

時的に授業を進行させる限り、年度末近くに辿り着くの

がやっとで、とても十分な時間がさけるような状況にな

いのが常だった。

ところが現代社会を担当するうちに、現代史を現代社

会の中で生かすことが出来るのではないか、と考えるよ

うになった。もはや高校に「社会科Jは存在しないが、

その理念である「公民的資質」の探求は、歴史教育にも

今だ有効なはずで、ある。さらに近年これだけ教科の枠を

越えた総合学習の必要性が叫ばれている中で、公民教育

だから歴史を扱えないとは考えにくい。生徒にとって意

味ある現代史学習を百指すとは、まさに歴史の中に「公

民的資質Jを問うことに他ならない。

最後に、全体主義の時代を検証し、その今日的な課題

を浮き彫りにして、現代社会を生きる手がかりとしよう

とした私の試みが、当を得たものであったかどうか、ま

た改善の余地はないか、検討していく必要がある。その

ためには、生徒からの意見に真撃に耳を傾けると共に、

多方面からの批判も仰ぎたいと思う。そして歴史を素材

として、新たな視点から現代社会を映し出すための教材

化を図っていくことを今後の課題としたい。

[註@引用文献}

( 1 )デートレブ・ポイカート『ナチス・ドイツーある

近代の社会史JJ (三元社1991年)
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( 4 )藤田省三 H新編〉天皇制国家の支配原理JJ (影書

房1996年)

( 5 )妹尾河童 f少年H 上・下巻JJ (講談社1997年)

( 6 )エーリッヒ。フロム『自由からの逃走JJ (東京創元

社1951年)

( 7 )ハナ・アーレント『イェルサレムのアイヒマンー

悪の陳腐さについての報告JJ (みすず書房1969年)

( 8 )スタンレー・ミルグラム同夜従の心理JJ (河出書房

新社1980年)

( 9 )加藤哲太郎『私は貝になりたい ある BC級戦犯

の叫び-JJ (春秋社1994年)

(10)高橋英利『オウムからの帰還JJ (草思社1996年)

(11)早乙女勝元、土岐島雄編 f写真@絵画集成戦争

と子どもたち③戦時下の暮らしJJ(日本図書センタ

-1994年)をもとに作成した。

(12) アンネ・フランク『アンネの日記 完全版] (文春

文庫1994年)世界中で広く読み継がれてきた従来

の『アンネの日記jが実物の短縮版であったのに

対して、近年その学術的な資料価値が見直されて

完全版が出版された。

(13) ミルトン・マイア-w彼らは自由だと思っていた

元ナチ党員十人の思想、と行動JJ (未来社1963年)

(14) Asch， S.“Effects of Group Pressure upon the 

Modification and Distortion of J udgement" In 

H. Guetzkow (ed.)， Groups， Leadership， and 

Men. Pittsburgh: Carnegie Press， 1951 

(15)インゲ・ショル『白ノてラは散らず・ドイツの良心

ショル兄妹JJ (未来社1964年)この本はナチス抵抗

運動を行なって処刑された著者の弟と妹について

書かれているが、ここでは著者自身の体験に注目

して取り上げた。

(16)オウム真理教をより詳しく取り上げた授業展開に

ついては、昨年度の本校紀要の中の拙稿「現代史

の取り扱いについて一大衆社会の視点から-Jを

参考にされたい。

(17) H.フォッケ、 u.ライマ-wヒトラ一政権下の
日常生活ーナチスは市民をどう変えたかJJ(社会思

想、社1984年)

(18)藤田省三 f全体主義の時代経験JJ (みすず書房1995

年)

(19)ジョージ・オーウェル W1 9 8 4年JJ (ハヤカワ文

庫1972年)



資料 1 アンケートとその結果

質問1r関じクラス内でいじめを見ましたg

他の人たちは見てみぬふりです。

あなたならどうしますか?J

回答 i 止める

2 先生l~相談する

3 親l:朝議する

4 何もしない

5 いっしょにいじめる

C組

質問2 r電車にお年寄りが乗ってきました。

しかし設も席を譲ろうとはしません。

座っているあなたならもどうしますか?JA組

回答 i すぐに席を譲る

2 どうしようか迷う

3 そのまま座り続ける

知
樹
脂

n
k
u
 

C組
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~ t~ 1~ oij ~~-l~~ % 

A組

如
組
目
n
k
u
 

76% 

日 産霊園鶴臼

止める 肱騒nI滞納何もしおiいじめる

~ t~ 1~ ~~ ~~-l~~， % 

62% 

日 露露 国

?ぐ$~JQ tjn~節 目り革関



資料2 アメリカ@ホロコースト記念、博物館の展示嵐景
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資料3 学習指導計画「全体主義の中の日常J

開 i学習内容 学習活動 指導上の寵意点俗資料
.-ーーー一ー-，

1 I①戦時下日本の日 1 ・戦時中に作られた「愛国イロハカ i※「愛国イ口ハカルタj を斑ごとに
常 | ルタj で実際に遊び、当時の社会 i 麗布。実演

の雰囲気を体験すると共に、その
絵や言葉の意味を考える。

・戦時中の街の写真を見て、当時の|※プリント「戦時下の衝の風景j 寵
日常の嵐景を知ると共に、疑問点 i 布
を浮かび上がらせる。

※プリント「少年日j寵布
@天皇という権威の名のもとに、集
団に同調しないと見なされるもの
が排除され、またそれを恐れて一
層肉質化が進んだ集毘全体が、戦
争遂行という一つの呂的に向かつ
てまとめられていく様子を読み取
らせる。

-妹尾河童著 f少年HJの抜粋を読
んで、少年の自に映る f不思議j
な日常の風景の原因を探る。

発問 fアラヒトガミとは何かJ
発問 f赤紙が来るとなぜ Fめでた
い』のかj
発関「なぜキリスト教徒が弾圧さ
れるのかj
発問 fなぜ役に立たない防空言"隷
が必要なのかj
発問 f誰が Fスパイ』なのかj

1 I I .アンデルセン童話「裸の王機j と!※プリント「裸の王議j麗布
F少年I-lJを比較し、問題点、を浮 I.フィクションの現実化・常識化が
き彫りにする。 I どのようにして起きるのか、その

背景や原因に呂を向ける。

3 

21②軍隊組織の中の 1.ドラマ「私は貝になりたいJの-1※TBSドラマ「私は貝になりたい
日常 | 部を見て、捕虜殺害をめぐる裁判 IJのビデオ上映

について議論し、上官の命令と錨
入の責任について考える。

1 -ドラマの原作となった加藤哲太郎
著『私は貝になりたい』の抜粋を
読んで、原作者の体験とその時の
心理を理解する。

日
の
さ

の
で
か

ネ
ツ
脅

ン
イ
に

ア
ド
し
る

F

、
増
す

著
で
日
解

ク
ん
が
理

ン
読
活
を

ラ
を
生
子

フ
粋
の
様

.
抜
人
く

ネ
の
ヤ
い

ン
』
ダ
て

ア
記
ユ
れ

の下斜体スチナ
常
③
日

1
i
 

3 -ミルトン・マイアー著 F彼らは自
由だと思っていた』の抜粋を読ん
で、一般市民がユダヤ入に対する
迫害を黙認してしまった理由を考
える。
発問 rr普通のドイツ人』は、ユ
ダヤ人の迫害に対して、どのよう
に感じていたのかj
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※プリント「私は貝になりたいj寵
布
@軍隊組織内での f上官の命令は天
皇の命令j という言葉に縛られて
個人の意志に反しながらも「犯罪
行為j を実行してしまう姿をとら
えさせる。

※プリント「アンネの見たナチスの
迫害j 書記布
・虐殺にのみ自が向きがちなナチス
の迫害を、もっと身近な日常生活
の場面の中から始まっていったこ
とに気付かせる。

※プリント「彼らは自由だと思って
いたj 毘布
「ナチスの時代j が「よい時代j
であったと考える「普通のドイツ
人j の日需の中では、 「異質なも
のj が排除されることに対する無
関心と、自らが排除されることに
対する恐飾とが同居し、同質な社
会集団に同調することで安心感を



得ょうとしていた点を、読み取ら
せる。

1 a社会心理学者のアッシュが行なっ ※プリント「あなたは誕立に耐えら
た実験を元に、集団に同調する入 れるかj寵布
間の心理を理解する。 -集団に対する向調を身近な問題と

してとらえさせる。

1 ③ホロコーストの -ドキュメンタリー映画『ショアー ※『ショア-Jのピデオ上映
中の日常 』の映畿を見て、ホロコーストに ※プリント「ショアーj 配布

携わった f普通の人々Jの心理を @一部の狂信的人間による残虐行為
理解する。 ととらえがちなユダヤ人虐殺を、
発問「機関車の磯関士は、どのよ 「当たり前J f普通j の f仕事j
うな気持ちでユダヤ人の輪送を行 として協力していた鉄道関係者の
なっていたのかj 姿を通して、組織と{麗人の問題に
発問 fドイツ国鉄職員は、どのよ ついて考えさせる。
うな気持ちで列車のダイヤ編成を
行なっていたのかj

1 -テレビ番組「アドルフ・アイヒマ ※日本テレビ放映『アドルフ・アイ
ンj の映像を晃て、ナチス親鮪隣 ヒマン』のビデオ上映
員アイヒマンの一生を知る。 ※プリント「アドルフ・アイヒマン
発問 fアイヒマンの少年時代はど j 寵脊
のようなものであったかj @ナチス親籍隣という組織にあって
発問「アイヒマンがナチスに求め 一人の平凡な人間が、職務を「忠
たものは何であったのかj 実にJ果たして、虐殺の貴任者と
発問 fアイヒマンが実際に行なっ なっていく姿をとらえさせる。
た仕事は何であったかj -アイヒマン自身は f杭の上の事務

的な仕事j ととらえていたことに
注意する。

1 @社会心理学者のスタンレー。ミル ※プリント「アイヒマン実験j 寵布
グラムが行なった fアイヒマン実 「合法的j権威が他人に危害を加
験Jの結果を元に、権威に対する えるよう命じると、大多数の人が
服従がもたらす問題点について理 従うことから、権威に対する抵抗
解する。 が困難なことに気付かせる。

1 ⑤服従を求める人 -インゲ・ショル著 F白バラは散ら ※プリント「ドイツ人少女の見たナ
間の心理 ず』の抜粋を読み、ヒトラーユー チズムj寵布

ゲントに積極的に参加した著者の -自ら進んで組織の権威に身を委ね
心理を理解する。 る若者の姿をとらえさせる。

1 -エーリッヒ・フロム著 f自由から ※プリント「綴従を求める人間の心
の逃走』の抜粋を読み、自ら蝦従 理j寵布
を求める人間の心理を理解する。 -議独感の恐姉から逃れようとする
発問「なぜ人は自由を逃れて自ら 人間が、自己の外部の権威あるも
権威に販従しようとするのかj のに撮従し、自ら思考・判断する

ととの放棄に安楽を見出す、とす
る主張を読み取らせる。

1 -元オウム信者の高橋英利が著した ※プリント「オウムからの婦還j 記
『オウムからの帰還』の抜粋を読 布
み、オウムに参加した若者たちの -破壊的暴力を生み出したオウムの
心理と、授業で取り上げてきた人 問題を、教祖の狂信的なマインド
物の心理とを比較して、現代社会 コントロールとしてとらえるので
における集団・組織と儲人の在り はなく、信者の働から見た、教組
方の問題を考える。 に対する富目的な服従や、組織・

集団への向調に起因するものとし
て把握させる。
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資料5 配布プリント「戦時下の街の風景J
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妹
尾
河
北
陸

「
H
」
と
そ
の
家
族

「
H
」
本
名
・
犠
(
は
じ
め
)

「
H
」
の
文
字
が
セ
ー
タ
ー
に
縞
み
こ

ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
「
エ
ッ
チ
」

の
あ
だ
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
法
抜
け

に
陽
気
で
た
く
ま
し
く
、
正
義
感
の
強

い
悪
輩
。

母
・
敏
子

熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
、
し
ば
し
ば

「
愛
」
を
説
く
@
「
受
く
る
よ
り
、
与

う
る
は
幸
い
な
り
」
が
口
癖
で
、
日
は

「
愛
」
の
攻
勢
に
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
る
。

父
・
盛
夫

「
妹
尾
洋
報
活
」
を
営
む
仕
立
て
職
人
。

H
の
「
な
ん
で
?
」
の
質
問
攻
め
に
も

了
寧
に
答
え
、
何
が
真
実
か
を
常
に
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
レ
ベ
ラ
リ
ス
ト
。
戦

時
中
、
消
坊
士
と
な
る
a

妹
・
好
子

H
よ
り

2
才
下
で
気
持
ち
は
や
さ
し
い

が
泣
き
虫
。

H
は
妹
に
「
お
兄
ち
ゃ
ん

お
兄
ち
ゃ
ん
」
と
つ
き
ま
と
わ
れ
、
少

し
戸
惑
っ
て
い
る
。

講談社

妹尾汚重量(せのお・かっぱ)

]930 ~J'. Nl戸~U: II。グラブイツク・デグイ 7ーを終て、
]9.IS 作、 J~!:下で録台実術家としてデピュー。以来、前
l側、オペラ、ミュージカルなど制J];， く百万FiV，qrの日本を
代災する搾台美術家。 f紀伊関民主再1君1J11Jfサントリ
ー rr~:nJ r会l.ri然俊秀賞Jr兵月(~';1文化賞 J Iまか多
数字受noまた工ツセイストとしても知られ、ユニー
ク位制派イラスト入りの f何時そが司IIいた~J シリーズ
の{ヨーロッパ1rインドjなど話題のペストセラー
の符T'lも多い。本n;品

赤
紙

ゆ
AB
，

ぴ

ん

や

2

・2
2

い
つ
も
の
よ
う
に
日
が
木
型
屋
で
遊
ん
で
い
る
と
き
、
郵
便
屋
さ
ん
が
召
集
令
状
を
出
悲
し
に
来
た
。

h
た

う

と

兄
さ
ん
に

H

赤
紙
。
を
渡
し
、
受
け
取
り
の
ハ
ン
コ
を
も
ら
い
な
が
ら
、
郵
便
屋
さ
ん
は
、
「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
ち
ょ
っ
と

T
の
秘
そ
う
な
顔
を
し
て
い
た
。

こ

ご

え

勾

ぽ

M

ピ
ン
ク
色
の
召
集
令
状
を
じ
っ
と
見
て
い
た
兄
さ
ん
と
小
声
で
話
し
て
い
た
小
母
き
ん
は
、
仏
舵
に
子
を
合

か

ね

た

だ

戸

、

愛

が

白

炉

わ
せ
チ
!
ン
と
鈴
を
叩
い
て
か
ら
、
黙
っ
て
こ
舵
に
駆
け
上
が
っ
た
。

8

か

い

と

幻

兄
さ
ん
は
機
械
を
止
め
て
、
追
い
か
け
る
よ
う
に
上
が
っ
て
い
っ
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て

rき
一
円
が
問
こ
え

さ

ん

な

ん

か

フ

よ

し

て
き
た
。
三
引
の
勝
義
は
そ
れ
を
開
い
て
も
、
わ
ざ
と
知
ら
ん
ふ
り
を
し
て
、

H
と
め
遊
び
を
つ
づ
け
て
い
た
。

と

む

っ

と

う

ム

。

鴇
の
一
也
崎
屋
の
小
母
さ
ん
が
、
十
小
型
毘
に
も
召
集
令
状
が
来
た
こ
と
を
郵
便
屋
さ
ん
か
ら
教
、
え
ら
れ
た
の
か
、

必
h

こ

慌
た
だ
し
く
駆
け
込
ん
で
き
て
、
「
や
っ
ぱ
り
来
た
ん
か
」
と
何
町
も
い
っ
た
。

か

い

お

に

い

よ

h

n

d

二
階
か
ら
降
り
て
き
た
兄
さ
ん
を
昨
び
と
め
た
小
母
さ
ん
は
、

あ
か
が
み

h
p

た

主

・

の

き

げ

ん

容

か

え

「
赤
紙
が
来
た
ら
行
く
よ
り
し
ょ
う
が
な
い
け
ど
、
弾
に
当
た
ら
ん
よ
う
に
気
を
つ
け
や
。
元
気
に
帰
っ
て
く

し
ら

8

は

こ

い

こ

っ

て

が

ら

る
ん
や
で
。
白
木
の
栴
に
入
っ
て
遺
骨
に
な
っ
て
舟
っ
て
き
た
ら
あ
か
ん
よ
。
お
国
の
た
め
に
手
柄
な
ん
か
た

し

ゆ

っ

ぜ

い

あ

い

8
っ

し

ど

こ

〈

釘

に

て
ん
で
も
え
、
え
か
ら
な
。
出
征
の
自
の
段
拶
で
も
、
，
死
ん
で
諸
国
の
鬼
に
な
る
u

み
た
い
な
こ
と
い
う
た
ら

あ
か
ん
で
。
そ
う
い
う
た
人
は
弾
に
当
た
り
ゃ
す
い
い
わ
れ
と
る
か
ら
な
」
と
い
っ
た
。

う
令

T

こ

え

へ

ん

じ

お
兄
さ
ん
は
、
小
母
さ
ん
に
「
う
ん
、
わ
か
っ
て
る
」
と
額
き
な
が
ら
小
さ
な
戸
で
返
事
を
し
た
。

久

J'

と
こ
ろ
が
、
川
市
計
の
日
の
技
拶
は
ま
っ
た
く
没
っ
て
い
た
。
い
き
な
り
大
き
な
声
で
、

配布プリント「少年HJ資料6

t

ょ

う

れ

い

ピ

よ

う

て

ん

町

う

へ

い

か

へ

い

し

A

引

い

じ

よ

う

せ

ん

じ

よ

う

「
伊
ち
に
待
っ
た
召
忠
令
状
が
き
ま
し
た
。
天
皇
陛
下
の
兵
士
と
し
て
召
さ
れ
る
以
上
、
戦
場
て
お
留
め
た

か

に

っ

ぽ

ん

ぜ

ん

し

は

ん

か

H

て

い

ご

〈

戸

、

ん

じ

ん

砂

い

か

ん

戸

J

め
に
戦
ザ
て
死
ぬ
こ
と
は
、
日
本
男
子
の
本
懐
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
帝
国
軍
人
と
し
て
生
還
は
期
さ

ず
出

rに
戦
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
で
は
凶
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と
い
っ
た
。

開
い
て
い
た
出
町
の
人
は
ピ
ッ
ク
リ
し
て
配
対
に
限
引
を
し
た
。
限
付
た
の
は
挨
拶
よ
り
も
、
芦
の
大
き
さ

a

n

が

た

a

'

H

%

ど

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
木
型
斥
の
兄
さ
ん
が
大
き
な
芦
を
出
し
た
の
を
一
度
も
開
い
た
こ
と

か

つ

よ

し

、

d

か

し

ず

が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
弟
の
勝
義
と
選
っ
て
、
い
つ
も
小
声
で
話
す
静
か
な
人
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
い
つ
も
小

母
さ
ん
に
、
「
も
っ
と
ハ
ッ
キ
リ
い
う
た
ら
ど
う
や
。
あ
ん
た
は
男
や
ろ
う
!
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
人
が
、
ま
き
か
こ
ん
な
に
ハ
ソ
キ
リ
し
た
声
で
挨
拶
が
で
き
る
と
は
患
っ
て
も
い
な
か
っ
た
の
だ
。

ぜ
ん

C
A
〈
ん

H
が
驚
い
た
の
は
、
芦
の
大
き
き
だ
け
で
は
な
く
、
ま
る
で
「
戦
陣
訓
」
そ
の
も
の
の
よ
う
な
こ
と
を
い
っ

た
か
ら
だ
。
兄
さ
ん
は
ウ
ソ
を
つ
い
て
る
と
思
っ
た
。
赤
紙
が
が
恥
る
の
を
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
と
い
う
の
も
村

当
の
こ
と
で
は
な
い
。
赤
紙
が
来
た
の
で
、
京
人
ら
し
く
見
え
る
よ
う
に
カ
ツ
コ
つ
け
た
の
に
迅
い
な
い
。

ぇ
0

・
h

n

〈

『

ょ

う

れ

づ

か

ん

が

か

え

ら

%

ね

φ

う
つ
向

H
は
、
駅
ま
で
送
る
行
列
の
中
で
歩
き
な
が
ら
考
え
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
家
に
保
っ
て
す
ぐ
父
段
に
訴
、
え
た
。

む

ぷ

ん

「
ぼ
く
は
ガ
ツ
カ
リ
し
た
。
兄
さ
ん
は
、
な
ん
で
自
分
が
思
っ
て
る
の
と
逮
う
こ
と
を
い
う
た
ん
や
ろ
う
?

容

よ

ろ

こ

あ
の
家
の
人
は
、
赤
紙
が
来
た
と
き
喜
ん
で
な
ん
か
い
な
か
っ
た
よ
。
出
征
兵
士
の
挨
拶
は
み
ん
な
い
う
こ
と

し
ん
ぷ
ん

が
決
ま
っ
と
る
け
ど
、
兄
さ
ん
ま
で
新
聞
に
許
い
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
い
う
と
は
忠
わ
ん
か
っ
た
」

h
H
M
m
h
 

す
る
と
父
親
が
意
外
な
こ
と
を
い
っ
た
。

あ

ん

が

い

H

a

d

a

e

む

「
い
や
、
お
兄
さ
ん
は
あ
の
と
き
、
案
外
今
ま
で
黙
っ
て
た
自
分
の
気
持
ち
を
い
う
た
め
か
も
わ
か
ら
ん
よ
」

「
え
っ
!
な
ん
で
?
」

か

ぞ

〈

む

町

へ

い

た

い

と

せ

ん

L

x

t

「
小
母
さ
ん
や
家
族
的
者
は
、
お
兄
さ
ん
を
兵
隊
に
保
ら
れ
た
く
な
い
し
、
戦
死
せ
ず
に
版
事
に
舟
っ
て
き
て

ほ
ん
と
4
2

ほ
し
い
と
思
っ
て
る
の
は
本
当
の
気
持
ち
ゃ
。
そ
れ
は
あ
ん
た
も
見
て
た
と
お
り
や
と
思
う
。
そ
れ
は
お
兄
さ

い

円

九

匁

C
S

ウ
と

ん
に
も
よ
う
わ
か
っ
て
る
ん
や
。
わ
か
っ
て
る
け
ど
「
お
留
の
た
め
に
命
を
持
げ
る
の
は
男
の
務
め
や
」
と
い

ぜ

い

し

ん

か

か

あ

か

ん

百

う
わ
り
兄
さ
ん
が
思
い
つ
め
と
る
精
神
は
変
え
ら
れ
ん
。
そ
れ
を
お
母
さ
ん
に
い
う
と
悲
し
む
か
ら
丹
、
っ
て
い
た

内
・

φ

ん
や
ろ
う
。
い
ね
兄
さ
ん
も
悩
ん
だ
け
ど
、
出
征
す
る
日
に
ハ
ツ
キ
リ
い
う
て
し
も
う
た
ん
や
と
思
う
。
水
型
屋

H
%
に
ん

S
え

ぜ

ん

げ

ん

の
お
兄
さ
ん
は
、
一
人
前
の
男
に
な
っ
た
こ
と
を
、

n分
に
も
み
ん
な
に
も
宣
言
し
た
か
っ
た
の
か
も
わ
か
ら

U
C
ょ

う

か

〈

ご

ん
。
赤
紙
が
来
た
以
上
は
死
ぬ
こ
と
も
党
悟
せ
ん
な
ら
ん
か
ら
な
。
「
行
間
の
た
め
に
命
を
搾
げ
る
」
と
い
う

は

は

れ

や

か

〈

ご

b
か

じ

ゅ

ん

す

H

こ
と
で
、
母
続
に
も
そ
の
党
情
を
さ
せ
た
か
っ
た
ん
や
な
い
の
か
な
。
ザ
ホ
い
人
は
純
粋
ゃ
か
ら
な
あ
:
:
:
」

8

ょ
ん

H
は
そ
れ
を
開
き
な
が
ら
、
な
ん
だ
か
ム
カ
ム
カ
す
る
よ
う
な
イ
ヤ
な
気
分
に
な
っ
た
。

。

〈

っ

せ

ん

ぞ

う

「
お
父
ら
ゃ
ん
の
い
う
て
る
こ
と
は
理
屈
に
お
う
て
へ
ん
。
ほ
ん
な
ら
、
戦
争
は
イ
ヤ
や
と
思
っ
て
る
ぼ
く
は

男
ら
し
ゅ
う
な
い
の
ん
か
?
ぼ
く
は
純
粋
ゃ
な
い
の
か
?
い
つ
か
ら
こ
ん
な
に
ヤ
ヤ
コ
シ
イ
こ
と
に
な
っ

て
ん
町

3
へ

い

か

し

い

が

い

た
ん
や
!
男
は
み
ん
な
、
天
皇
一
時
下
の
た
め
に
死
ぬ
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
ん
か
?
そ
れ
以
外
は
正
し
く

な
い
の
か
?
そ
ん
な
の
は
く
は
イ
ヤ
や
で
。
ど
こ
か
へ
ン
や
と
思
う
」

。川、

ど
こ
か
ら
が
へ
ン
な
の
か
、
日
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
「
と
に
か
く
へ
ン
だ
」
と
い
う
思
い
は
拭

し
ん
よ
ん

え
な
か
っ
た
。
日
は
、
学
校
も
家
の
近
く
も
、
新
聞
に
書
い
て
あ
る
こ
と
も
、
ど
ん
ど
ん
へ
ン
に
な
っ
て
き
て

一
L
t〉

U

み

い
る
と
思
っ
た
。
信
用
し
て
い
た
お
父
ち
ゃ
ん
も
、
ち
か
ご
ろ
は
と
き
ど
き
意
味
が
わ
か
ら
な
い
ヤ
ヤ
コ
シ
イ
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こ
と
を
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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ミ

存
秋
社

加藤哲太郎

加
藤
哲
太
郎

大
正
6
年
(
一
九
一
七
)
作
家
加
藤
一
夫
の
長
男
と
し
て
東
京
に
生
ま
れ
る
。

州
反
応
大
宇
佐
済
学
部
卒
主
。
北
支
部
開
発
株
式
会
社
に
入
社
。
召
集
さ
れ
中
由

大
陸
や
内
地
の
野
山
川
述
隊
に
配
属
。
後
に
一
乱
開
品
ア
刀
を
買
わ
れ
て
停
虜
収
容
所
勤

初
と
な
る
。
敗
戦
時
は
陛
笈
中
尉
で
東
京
伴
虜
収
容
所
新
潟
第
五
分
所
長
。
戦

犯
に
間
わ
れ
絞
首
刑
の
判
決
を
受
け
る
。
マ
ッ
カ
l
サ

i
元
帥
へ
の
助
命
嘆
願

~
法
制
が
実
り
、
軍
事
故
判
で
た
だ
一
人
設
判
の
や
り
査
し
と
な
り
命
を
長
ら
え

る
。
そ
の
お
出
‘
山
民
間
フ
リ
ズ
ン
で
の
膨
大
な
著
作
が
生
ま
れ
『
私
は
員
に
な

り
た
い
』
が
こ
こ
に
誕
生
し
た
。
開
初
日
年
、
↓
学
年
目
歳
で
病
没
。

中
国
人
捕
虜
の
処
刑

二
十
四
歳
で
軍
隊
に
と
ら
れ
た
私
は
、
平
凡
な
、
善
良
な
、
感
情
が
豊
か
で
や
や
強
す
ぎ
、
あ
た
ま
も

悲
く
は
な
く
、
読
書
と
映
画
を
み
る
こ
と
が
唯
一
の
道
楽
と
い
う
お
坊
ち
ゃ
ん
気
質
で
、
当
時
は
両
親
も

健
在
で
あ
り
、
あ
ま
り
物
質
的
に
不
自
由
を
感
じ
た
こ
と
も
な
く
、
ど
う
や
ら
人
並
み
に
大
学
も
出
て
或

る
大
会
社
に
入
社
し
た
ば
か
り
の
、
新
入
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
り
ま
し
た
。
客
観
的
に
み
て
、
私
と
床
屋

j
の
清
水
君
と
で
は
あ
ま
り
に
も
異
な
っ
た
生
活
環
境
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

い
昭
和
十
五
年
の
暮
、
二
十
四
歳
で
中
国
の
戦
線
へ
応
召
さ
れ
た
私
は
、
終
生
忘
れ
得
ぬ
凄
惨
な
光
景
に

比
直
面
し
ま
し
た
。
初
年
兵
の
実
戦
的
訓
練
と
い
う
名
目
で
連
れ
出
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
八
路
軍
と
い
う
嫌

な
疑
で
捕
ま
っ
た
十
人
ば
か
り
の
中
国
人
捕
虜
の
処
刑
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
す
。
捕
虜
の
背
中
の
左
一
屑
に
赤

に
い
チ
ョ
ー
ク
で
く
っ
き
り
と
×
を
書
き
「
こ
こ
を
突
け
」
と
い
う
命
令
で
し
た
。
そ
の
中
に
は
「
お
れ
は

損
八
路
兵
で
は
な
い
。
そ
こ
の
部
落
に
は
父
親
も
母
親
も
い
る
。
助
け
ろ
と
は
言
わ
ぬ
、
も
う
一
度
調
べ
て

私
く
れ
」
と
叫
ぶ
少
年
も
い
た
の
で
す
。
中
国
語
の
少
し
わ
か
っ
た
私
は
、
あ
わ
れ
な
少
年
の
番
が
ま
わ
っ

「j

て
き
た
と
き
、
思
わ
ず
前
に
出
て
「
待
っ
て
く
だ
さ
い
、
八
路
で
は
な
い
、
罪
が
な
い
と
い
っ
て
い
ま
す
。

川
待
っ
て
下
さ
い
」
と
叫
び
ま
し
た
が
、
命
令
を
下
し
た

D
中
尉
は
、
「
き
さ
ま
、
血
を
見
て
逆
上
し
た
な
o

j

い
い
か
、
こ
れ
は
憲
兵
隊
で
十
分
調
べ
ら
れ
て
、
八
路
と
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
。
た
と
い
一
人
や
二
人
良

プ
民
が
ま
じ
っ
て
い
た
っ
て
、
も
う
手
遅
れ
だ
。
こ
の
処
刑
は
中
隊
長
殿
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
。
命
令
は
天
皇

自
陛
下
の
命
令
だ
。
お
前
は
命
令
が
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
と
い
間
違
っ
て
い
て

京
自

も
、
命
令
は
命
令
だ
。
こ
と
の
如
何
を
問
わ
ず
命
令
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
戦
争
は
で
き
ん
。
わ
か
っ
た
か
。

8
わ
か
っ
た
ら
ひ
っ
こ
め
」
と
落
ち
着
き
は
ら
っ
て
い
う
の
で
し
た
。

持
そ
の
少
年
は
自
か
く
し
さ
れ
、
刺
し
殺
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
突
き
殺
さ
れ
る
一
瞬
前
ま
で
、
「
八
路

ム

ー

チ

ン

で
な
い
」
と
叫
び
ま
し
た
。
最
後
の
言
葉
は
、
「
母
さ
ん
」
で
し
た
。
声
が
な
く
な
っ
て
も
、
肺
臓
は
無

実
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
口
か
ら
プ
ツ
プ
ツ
と
血
の
泡
が
ふ
き
出
し
て
、
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
喉
を
鳴
ら
し
ま
し

た
。
ほ
か
の
人
た
ち
は
一
言
も
発
せ
ず
、
従
容
と
し
て
死
に
つ
い
た
の
で
す
。

私
は
、
引
っ
こ
ん
で
い
ろ
、
と
い
う
言
葉
を
も
っ
げ
の
幸
い
に
、
と
う
と
う
手
を
下
さ
ず
に
済
ん
だ
の

で
す
が
、
も
し
、
中
尉
の
気
が
か
わ
っ
て
「
お
前
も
や
れ
」
と
い
わ
れ
た
な
ら
ば
、
と
う
て
い
逃
れ
る
わ

け
に
は
い
か
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
お
そ
ろ
し
い
恥
ず
べ
き
体
験
で
私
の
神
経
は
狂
い
、
す
っ
か
り

人
間
が
変
わ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

二
停
虜
(
ふ
り
ょ
)
収
容
所
に
て

こ
こ
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
倖
虜
将
校
を
自
発
的
に
働
か
せ
ろ
と
い
う
命
令
が
、
陸

軍
大
臣
1
1
2
倖
虜
管
理
部
長

l
i東
京
停
虜
収
容
所
と
い
う
径
路
で
来
る
自
は
つ
い
に
き
ま
し
た
。
戦
局

は
よ
う
や
く
我
軍
の
落
ち
目
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
映
画
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
の
中
に
出
る
早
川
雪
洲

の
役
目
が
私
で
し
た
。
違
う
と
こ
ろ
は
、
私
に
は
僅
か
横
田
軍
曹
(
仮
名
)
と
二
人
の
通
訳
兵
く
ら
い
し

か
手
足
が
な
く
、
し
か
も
五
、
六
十
人
の
英
米
濠
の
高
級
倖
虜
将
校
を
働
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

し
た
。横
田
氏
は

W
大
出
の
、
私
と
同
年
輩
の
好
漢
で
、
金
持
の
患
子
で
、
鷹
揚
で
明
る
い
性
格
の
持
主
で
し

た。「
こ
ん
な
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
、
こ
ん
な
所
に
来
た
以
上
、
ど
う
せ
我
々
は
無
事
に
は
済
み
ま
せ
ん
よ
、

仕
方
が
な
い
、
や
り
ま
し
ょ
う
。
加
藤
少
尉
殿
だ
っ
て
、
ま
さ
か
戦
争
に
勝
つ
と
は
思
っ
と
ら
ん
で
し
ょ

う
、
ど
う
せ
先
は
見
え
て
ま
す
。
今
の
今
を
要
領
よ
く
や
り
ま
し
ょ
う
ぜ
」

つ
い
に
私
も
、
今
の
今
を
要
領
よ
く
や
る
決
心
を
し
た
の
で
す
。

「
明
日
よ
り
、
停
虜
将
校
は
全
員
就
労
す
べ
し
、
こ
れ
は
命
令
で
あ
る
」
。
そ
の
時
、
米
軍
大
尉
マ
ー
チ

ン
が
「
私
は
そ
の
命
令
を
拒
絶
す
る
」
と
い
っ
た
の
で
す
。
マ
ー
チ
ン
大
尉
が
い
っ
た
こ
と
は
、
結
局
こ

う
い
う
こ
と
で
す
。

i
l自
本
軍
の
命
令
が
天
皇
の
命
令
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
天
皇
が
神
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
は
自
分
た
ち
に
は
関
係
が
な
い
。
余
計
な
よ
う
だ
が
、
日
本
人
は
天
皇
の
命
令
な
ら
ど
ん
な

悪
い
こ
と
を
し
て
も
い
い
と
い
う
の
か
?
日
本
人
同
士
が
そ
う
信
ず
る
の
は
勝
手
だ
、
し
か
し
そ
れ
を

我
々
に
及
ぼ
す
の
は
け
し
か
ら
ん
、
俺
は
祖
国
を
裏
切
ら
ん
ぞ
。
何
が
天
皇
だ
、
笑
わ
せ
る
な
、
天
皇
の

糞
野
郎
:
:
:
と
い
う
次
第
で
し
た
。

対
分
所
関
係
の
本
来
の
本
所
事
務
を
と
る
軍
属
の
通
訳
や
、
通
訳
兵
も
隣
室
か
ら
出
て
来
て
固
唾
を
の

ん
で
成
り
行
き
如
何
と
注
視
し
て
い
ま
す
。
私
は
グ
ツ
と
詰
ま
り
ま
し
た
。
理
は
マ
ー
チ
ン
に
あ
る
、
し

か
し
他
の
日
本
人
の
面
前
で
天
皇
が
侮
辱
さ
れ
て
は
、
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。
私
の
も
っ
と
も
痛
い
所
、
立

場
が
逆
な
ら
私
も
そ
う
い
い
た
い
と
こ
ろ
を
逆
に
突
か
れ
、
私
は
理
性
を
失
い
ま
し
た
。

「
私
に
任
せ
て
下
さ
い
」
と
横
田
君
が
止
め
に
は
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
、
彼
だ
け
に
い
や
な
役
目
を
さ
せ

る
訳
に
は
い
か
な
い
。
私
の
手
も
汚
れ
て
い
る
。
日
立
で
も
規
則
を
破
っ
た
浮
虜
を
な
ぐ
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
な
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
。
私
は
マ
ー
チ
ン
大
尉
を
な
ぐ
り
倒
し
、
足
織
に
し
ま
し
た
。
六
尺
近

い
ア
メ
リ
カ
入
で
も
抵
抗
な
し
に
や
ら
れ
て
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
可
哀
椙
に
マ
!
チ
ン
は
、
明
日
か
ら
働

く
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
勇
気
の
あ
る
人
間
、
尊
敬
に
価
す
る
一
人
の
人
間
を
足
蹴

に
し
た
時
、
私
は
塊
を
悪
魔
に
売
っ
た
の
で
し
た
。
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ア
ン
ネ
の
見
た
ナ
チ
ス
の
迫
害

一
九
回
二
年
六
月
二
十
日
、
土
曜
日

配布プリント「アンネの見たナチスの迫害J

わ
た
し
の
パ
パ
、
わ
た
し
の
白
か
ら
見
て
も
世
界
一
す
ば
ら
し
い
パ
パ
は
、
三
十
六
の
と
き
に
マ
マ
と
結
婚

し
ま
し
た
。
マ
マ
は
そ
の
と
き
ニ
十
五
で
し
た
。
お
姉
さ
ん
の
マ
ル
ゴ

i
は
、
一
九
二
六
年
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
で
生
ま
れ
、
そ
の
あ
と
わ
た
し
が
、
一
九
二
九
年
六
月
十
二
日
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
わ
た

し
は
四
歳
の
と
き
ま
で
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
で
暮
ら
し
ま
し
た
が
、
わ
た
し
た
ち
一
家
は
ユ
ダ
ヤ
人
な
の
で
、
一

九
三
三
年
に
ド
イ
ツ
を
出
て
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
に
移
住
し
、
パ
パ
は
ジ
ャ
ム
を
製
造
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
・
オ

ベ
ク
タ
商
会
の
社
長
に
な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
の
マ
マ
、
エ
!
デ
ィ
ト
・
フ
ラ
ン
ク
H

ホ
!
レ
ン
ダ
!
は
、
そ

の
年
九
月
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
移
り
、
マ
ル
ゴ
!
と
わ
た
し
と
は
、
い
っ
た
ん
ア

i
へ
ン
に
い
る
お
祖
母
ち
ゃ
ん
の

と
こ
ろ
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
マ
ル
ゴ
!
は
十
二
月
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
き
、
つ
，
つ
い
て
わ
た
し
が
二
月
に
こ

ち
ら
へ
き
て
、
ち
ょ
う
ど
マ
ル
ゴ
ー
へ
の
お
誕
生
日
の
贈
り
物
が
わ
り
み
た
い
な
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
に
残
っ
た
わ
た
し
た
ち
一
族
の
ほ
か
の
人
た
ち
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ユ
ダ
ヤ
人
弾
圧
政
策
の
あ
お
り
を

ま
と
も
に
受
け
、
不
安
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
一
九
三
八
年
に
な
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
で
ユ
ダ
ヤ
人
の
虐

殺
が
始
ま
る
と
、
ふ
た
り
の
お
じ
さ
ん
(
お
か
あ
さ
ん
の
兄
弟
)
は
ア
メ
リ
カ
へ
逃
げ
、
お
祖
母
ち
ゃ
ん
も
わ

た
し
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
き
ま
し
た
。
そ
の
と
き
七
十
三
歳
で
し
た
。

一
九
四

O
年
五
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
急
な
坂
を
こ
ろ
げ
お
ち
る
よ
う
に
、
事
態
は
悪
い
ほ
う
へ
向
か
い
ま

し
た
。
ま
ず
戦
争
、
そ
れ
か
ら
降
伏
、
っ
，
つ
い
て
ド
イ
ツ
軍
の
進
駐
。
わ
た
し
た
ち
ユ
ダ
ヤ
人
に
と
っ
て
、
い

よ
い
よ
ほ
ん
と
う
に
苦
難
の
時
代
が
始
ま
っ
た
の
は
、
こ
の
と
き
か
ら
で
す
。
ユ
ダ
ヤ
人
弾
圧
の
た
め
の
法
令

が
、
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ
へ
と
出
さ
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
自
由
は
ど
ん
ど
ん
制
限
さ
れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
ユ
ダ
ヤ
人

は
黄
色
い
星
印
を
つ
け
な
く
て
は
い
け
な
い
(
沼

r
u
w一
以
加
池
山
口
明
味
付
回
明
付
一
江
一
切
仁
一
お
か
崎
一
切
J

件
以
獄
中
r
対日仏)。

ユ
ダ
ヤ
人
は
自
転
車
を
供
出
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
電
車
に
乗
っ
て
は
い
け
な
い
し
、
た
と
え

自
家
用
車
で
も
、
自
動
車
を
使
っ
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
午
後
の
三
時
か
ら
五
時
ま
で
の
あ
い
だ
に
し

か
買
い
物
が
で
き
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
床
屋
に
し
か
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
夜
八
時

か
ら
翌
朝
六
時
ま
で
、
家
か
ら
一
歩
も
出
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
劇
場
や
映
函
館
、
そ
の
他
の
娯
楽
施

設
に
は
い
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
プ

i
ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
場
、
そ
の
他
い

っ
さ
い
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
立
ち
い
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
ポ

i
ト
遊
び
を
し
て
は
い
け
な
い
。
ユ

ダ
ヤ
人
は
公
共
ス
ポ
ー
ツ
に
加
わ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
夜
八
時
以
降
は
、
自
宅
で
あ
れ
、
知
り
合
い
の
家

で
あ
れ
、
庭
に
出
て
す
わ
っ
て
い
て
は
い
け
な
い
。
ユ
ダ
ヤ
人
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
訪
問
し
て
は
い
け
な
い
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
ユ
ダ
ヤ
入
学
校
に
か
よ
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
ほ
か
、
似
た
よ
う
な
禁
令
が
山
ほ
ど
あ
っ

て
、
す
べ
て
が
、
こ
れ
は
だ
め
、
あ
れ
も
い
け
な
い
と
禁
じ
ら
れ
て
る
あ
り
さ
ま
。
か
と
い
っ
て
、
毎
日
生
き

て
ゆ
く
の
を
や
め
る
わ
け
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
ジ
ヤ
ツ
ク
は
よ
く
一
一
一
日
っ
て
た
も
の
で
す
。
ご
〕
れ
を
す
る
こ
と

は
禁
じ
ら
れ
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
思
う
と
、
な
に
を
す
る
の
に
も
臆
病
に
な
っ
ち
ゃ
う
わ
」
っ
て
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
わ
た
し
た
ち
一
家
四
人
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
で
い
ち
お
う
順
調
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
は
現
在
の
こ
と
と
な
り
、
一
九
四
二
年
六
月
二
十
日
の
日
付
け
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
本
腰

を
入
れ
て
日
記
を
書
き
は
じ
め
る
こ
と
に
し
ま
す
。
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アン不・フランク

Anne Frank 

1929年6月12日、 ドイツのフラン

クフノレト市て裕福なドイツ系ユダ

ヤ人家庭の二女として生をうける。

1933年、迫害の手を逃れて一家は

オランダのアムステノレダム市に移

住するが、 1942年7月、姉マノレゴ、

ーの召喚を機に一家は隠れ家生活

に入る。ついに1944年8月4日、

密告により連行されたアンオ、はア

ウシュヴ:ィッツ、ついてベノレゲン=

ベノレゼ、ンに送られ、 そこでチフス

のため15年の生涯をおえた。 1945

年2月末から 3月初めと推定され

る。 1942年6月12日から44年8月

1日まで書きつづけられた日記は、

永遠の青春の記録として世界中の

人びとの胸をうってやまなし、。

5歳のアンネ
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彼
ら
は
自
由
だ
と
患
っ
て
い
た

i

一
光
ナ
チ
党
員
十
人
の
忽
怒
と
行
動

i
l

M
・
マ
イ
ヤ

i
著

田
中
浩
・
金
井
和
子
訳

未
来
社

人
び
と
が
真
っ
先
に
思
い
だ
す
の
は
、
自
分
た
ち
が
送
っ
た
生

活
や
、
自
に
し
た
事
柄
!
!
な
か
で
も
そ
れ
は
、
異
常
な
事
柄
よ

り
も
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
彼
ら
が
日
常
的
に
出
会
っ
た
事
柄
!

ー
で
あ
る
。
国
民
社
会
主
義
だ
と
思
っ
て
い
る
も
の
に
よ
っ
て
、

私
の
九
人
の
友
人
た
ち
の
生
活
は

l
i例
外
的
存
在
の
教
師
の
場

合
で
さ
え
1

1

苦
労
が
滅
り
、
未
来
に
希
望
が
わ
い
て
き
た
。
い

ま
、
彼
ら
は
当
時
を
ふ
り
か
え
り
、
当
時
の
生
活
が
い
ち
ば
ん
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
当
時
の
生
活
が
、
仕
事
や
仕
事

の
保
降
、
子
供
向
け
の
サ
マ

i
キ
ャ
ン
プ
、
道
路
で
子
供
を
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
す
る
ヒ
ト
ラ
ー
-
ユ

i
ゲ
ン
ト
の
あ
る
生
活
だ
っ

た
か
、
り
で
あ
る
。
生
活
と
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
9

j

母
親
が
何
を
知
り
た
い
か
と
い
え
ば
、
自
分
の
子
供
が
ど
こ
で
、

山
だ
れ
と
、
な
に
を
し
て
遊
ん
で
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当

代
時
、
母
親
は
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
し
、
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い

思
た
。
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
に

立
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
家
庭
の
な
か
は
う
ま
く
い
っ
て
い
た
9

4
1
.
 

曲
家
庭
の
な
か
や
仕
事
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
き
、
夫
や
父
親
は
、

向
同ま
そ
れ
以
上
知
り
た
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

、り彼
「
I
I
I

-
h』ンプ布

「
「
い

涼
内
向

生
活
は
い
ち
ば
ん
よ
か
っ
た
。
国
内
で
あ
れ
菌
外
で
あ
れ
、
旅
「
喜

資料10

行
す
る
こ
と
な
ど
夢
に
も
考
え
た
こ
と
の
な
い
人
び
と
に
、

び
を
過
し
て
力
を
」
は
、
夏
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
旅
行
と
冬
の
ス
ペ
イ

ン
旅
行
を
、
家
族
向
け
の
素
晴
し
い
一

0
ド
ル
休
暇
旅
行
と
し
て

与
え
て
く
れ
た
。
そ
し
て
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
に
は
、
寒
さ
に
震

ひ
も
じ
さ
に
苦
し
む
も
の
や
、
手
当
て
の
受
け
、
り

(
私
の
友
人
た
ち
の
知
己

え
る
も
の
や
、

れ
な
い
病
人
は
「
一
人
も
な
か
っ
た
」

に
は
、
そ
ん
な
人
は
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
)
。

知
己
は
だ
れ
か
と
い
え
ば
、
近
隣
の
住
人
、
地
位
や
職
業
の
同
じ

彼
ら
の

人
た
ち
、
政
治
問
題
に
つ
い
て
(
あ
る
い
は
非
政
治
問
題
に
つ
い

て
)
同
意
見
の
も
の
た
ち
、
宗
教
や
人
種
の
同
じ
人
た
ち
で
あ
っ

た
。
新
体
制
の
恵
み
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
宣
伝
さ
れ
て
い
た
し
、

そ
の
恵
み
は
「
ぁ
、
り
ゆ
る
人
び
と
」
に
及
ん
で
い
た
。

戦
便
す
る
よ
う
な
事
件
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
件

は
と
こ
に
も
宣
伝
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
「
だ
れ
も
」
知
り
は
し
な

か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
と
き
た
ま
(
本
当
に
と
き
た
ま
だ
っ

地
方
刑
務
所
内
で
お
こ
な
わ
れ
る
非
人
間
的

た
が
)
、

新
聞
が
、

状
況
を
暴
露
す
る
セ
ン
セ

i
シ
ョ
ナ
ル
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
す
る
。

し
か
し
、

ド
イ
ツ
で
は
、

た
と
え
(
そ
の
数
は
ア
メ
リ
カ
よ
り
は

る
か
に
少
な
い
だ
ろ
う
が
)
、
そ
う
い
う
新
聞
が
あ
っ
た
に
し
て

も
、
私
の
友
人
た
ち
の
な
か
に
は
そ
う
い
う
新
開
を
読
ん
だ
も
の

は
一
人
も
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
当
時
は
そ
う
い
う
新

聞
は
一
紙
も
な
か
っ
た
。
戦
保
す
る
よ
う
な
事
件
が
、
私
の
十
人

の
友
人
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
も
、
彼
ら
の

注
意
を
ひ
く
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
街
頭
で
、

て
二
の
友
人
が
現
場
を
二
、

三
度
通
り
か
か
っ
た
こ
と
は
あ
る
。
し
か
し
、
警
察
が
群
衆
を
追

い
散
、
り
し
、
事
件
は
新
開
沙
汰
に
も
な
、
り
な
か
っ
た
Q

「
街
頭
の

ち
ょ
っ
と
し
た
騒
ぎ
」
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
で
も
警
察
に
処
置
を
ま

か
せ
る
だ
ろ
う
。
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
ク
の
私
の
友
人
も
同
じ
だ
っ

た。 「
ち
ょ
っ
と
し
た
騒
ぎ
」
が
あ
り
、

一
九
三
八
年
一
一
月
一
一
日
付
け
の
ク
ロ
ー
ネ
ン
ベ
ル
カ

i
e

ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
紙
は
、
図
面
の
一
番
下
の
段
に
、
「
保
護
検
束
」

と
い
う
ご
く
小
さ
い
見
出
し
を
つ
け
て
、
「
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
男

子
が
、
昨
白
、
身
柄
の
安
全
の
た
め
に
保
護
さ
れ
、
今
朝
、
町
か

ら
移
送
さ
れ
た
」
と
の
記
事
を
の
せ
た
。
私
は
、
こ
の
記
事
を
十

人
の
友
人
の
一
人
一
人
に
み
せ
た
が
、
こ
の
記
事
や
こ
れ
に
類
す

る
記
事
を
み
た
こ
と
を
党
え
て
い
る
も
の
は
、
教
師
を
含
め
て
一

人
も
い
な
か
っ
た
。

J〆

/' 
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む
ク

へ
ン
リ
ク
ペ
カ
フ
コ
フ
ス
キ

「
ト
レ
プ
リ
ン
カ
収
容
所
へ
ユ
ダ
ヤ
人
を
移
送
し
て
い
た
機
関
手
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
男
性
・
ト
レ
フ
リ
ン
一

一
カ
近
く
の
マ
ウ
キ
ニ
ア
在
住
，
当
時
と
同
じ
ル
ー
ト
で
使
関
商
品
を
遼
転
し
な
が
勺
(
ポ
ー
ラ
ン
ド
繕
)
」

う
し
ろ
か
ら
、
運
転
す
る
機
閥
単
の
う
し
ろ
ム
ロ
ら

叫
ぴ
戸
，
か
闘
噌
で
え
ま
し
た
か
っ
・

も
ち
ろ
ん
じ
ゃ
な
い
か
。

ユ
ダ
ヤ
人
を
積
ん
だ
貨
車
は
、
す
ぐ
う
し
ろ
だ
っ
た
ん
だ
か
ら
。

ユ
ダ
ヤ
人
は
、
大
声
を
あ
げ
て
、
水
を
欲
し
が
っ
て
い
た
。

す
ぐ
背
後
の
、
貨
車
か
ら
あ
が
る
叫
び
声
が
、

耳
に
入
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
そ
れ
に
気
を
と
ら
れ
な
い
わ
け
が
な
か
っ
た

慣
れ
た
ん
ぐ
ず
ね
つ
・

い
や
、
い
や
。

と
っ
て
も
辛
か
っ
た
。

う
し
ろ
に
い
る
人
た
ち
が
、
こ
の
弘
と
同
じ
人
間
だ
と
い
う
こ
と
，
か
、

よ
く
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
ね
。

け
れ
ど
、
じ
つ
を
言
う
と
、

ド
イ
ツ
兵
は
、
弘
に
も
、
同
僚
に
も
、

飲
む
よ
う
に
と
言
っ
て
、
ウ
e
A

ト
カ
を
く
れ
て
い
た
。

呑
ん
だ
勢
い
で
も
借
り
な
け
れ
ば
、
弘
ら
に
あ
の
仕
事
は
、
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
よ

特
別
手
当
み
た
い
な
も
の
で
、

現
金
じ
平
な
く
、

ア
ル
コ
ー
ル
で
支
払
わ
れ
て
い
た
。

ほ
か
の
列
車
に
勤
務
す
る
者
に
は
、

i
J

こ
の
手
当
は
出
て
な
か
っ
た
。

ア
私
ら
は
も
ら
っ
た
ウ
才
ト
カ
を
、
す
っ
か
り
飲
き
で
し
た
も
ん
で
す
。

ヨ
ア
ル
コ
ー
ル
な
し
じ
平
、

、
ン
こ
こ
に
来
る
た
び
に
感
じ
た
、

「
i

あ
の
嫌
な
臭
い
に
、
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
よ
。

B
h
l

そ
れ
.
と
こ
ろ
じ
平
な
い
。
酔
い
に
ま
ぎ
ら
わ
そ
う
と
、

ン
自
分
か
ら
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
買
っ
た
こ
と
だ
っ
て
あ
り
ま
し
た
よ
。

z
I
J
 

。ブ布
「
H
し
京
白

I""i 
元ド
ナイ

Eるヴ
民主主 ア

~ ~ }レ
XE タ
~パ i
t主 1 ・

TIシ
1量元 ユ
リ禁 ー
で芸ア

十議 イ

話室 i 
L_jル

資料11

列
ゑ
を
え
た
こ
ど
は
.

r

皮
も
な
い
ん
で
す
っ
て
つ

え
え
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
の
一
度
も
で
す
よ
。

仕
事
に
追
い
ま
く
ら
れ
て
ま
し
て
ね
、
デ
ス
ク
を
緩
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

弘
ど
も
は
、
昼
夜
の
別
な
く
、
働
い
て
ま
し
た
。

作&主土

た
と
え
ば
、
ト
レ
プ
リ
ン
カ
が
崎
将
米
以
容
所
の
意
味
だ
と
い
う
こ
と
は
、

こ
存
じ
で
し
た
か
?

も
ち
ろ
ん
、
知
る
わ
け
な
い
で
し
ょ
う
1

ぜ
ん
ぜ
ん
、
ご
存
じ
な
か
っ
た
と
?

も
ち
ろ
ん
で
す
よ
。
な
ん
て
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
!

な
ど
も
が
、
ど
こ
か
ら
知
っ
た
と
で
も
:
:
:
?

だ
い
た
い
立
は
、
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
に
足
を
諸
み
入
乱
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
か
ら
ね
。

ク
ラ
ク
ア
や
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
に
い
て
、
デ
ス
ク
に
釘
付
け
だ
っ
た
ん
で
す
。

す
る
ど
、
あ
な
た
は
・

湿
っ
か
ら
の
、
役
人
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
っ
伊
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
し
ょ
う
。

な
る
ほ
ど
。
で
も
、
驚
き
ま
す
ね
。

い
や
、
何
に
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ダ
イ
ヤ
婦
成
訴
で
働
い
て
い
た
人
，
か
、

〈
景
品
和
解
決
〉
の
ニ
ど
を
少
し
も
柏
戸
ら
な
か
っ
た
ど
は
。

な
に
し
ろ
、
戦
争
だ
っ
た
ん
で
す
か
ら
ね
:
:
:
。

鉄
道
関
係
者
で
:
:
:
、
柏
戸
っ
て
い
た
人
は
、

ほ
か
に
、
い
た
ん
じ
。
な
い
で
す
か
。

た
と
え
ば
、
車
掌
ど
か
:
:
:
。

い
な
い
で
す
ね
。

そ
り
P
ぁ
、
車
掌
は
、

g
に
は
し
た
で
し
ょ
う
、
後
ら
は
ね
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
あ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
私
が
:
:
:
。

あ
な
た
乙
と
っ
て
、
ト
レ
プ
リ
ン
カ
ど
は
.
何
ぐ
し
た
か
っ
-

あ
る
い
は
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
イ
ヅ
ヅ
ど
は
っ
・

え
え
、
え
え
。
ト
レ
ブ
リ
ン
カ
、
ベ
ウ
ジ
ェ
ツ
な
ど
は
、

弘
ど
も
に
と
っ
て
は
、
収
容
所
の
こ
と
で
し
た
。

列
単
の
呂
的
池
ぐ
:
:
:

目
的
地
、
そ
れ
だ
け
で
す
よ
。

死
ど
は
.
関
係
な
か
っ
た
と
。

そ
の
と
お
り
で
す
よ
・
・
・
・
・
・
。

。

ラ
ウ
ル
@
ヒ
ル
パ

i
グ

一
志
史
学
者
，
ユ
ダ
ヤ
問
時
唱
の
烹
門
潔
J

米
箆
・
ヴ
ァ
i
モ
ン
ト
大
竺
致
活
時
一
毅
一

一
浸
.
パ
i
リ
ン
ト
ン
窪
ハ
宍
列
葱
《
逮
行
得
令
欝
v

を
示
し
な
が
h

J

{

一
央
諮
)
一

と
こ
ろ
で
、
絶
波
作
戦
総
'
体
を
心
理
的
観
点
か
ら
連
解
す
る
鍵
は
、

一
つ
一
つ
の
行
動
を
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
は
、
決
し
て
呼
ば
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

た
だ
黙
っ
て
、

こ
れ
こ
れ
を
せ
よ
、

つ
べ
こ
べ
説
明
な
ど
す
る
な
、
と
い
う
の
が
原
別
別
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
冨
鉄
は
、
原
則
と
し
て
、
料
金
の
支
払
い
さ
え
あ
れ
ば
、

ど
ん
な
簿
類
の
積
荷
で
も
、
運
ぶ
用
意
が
あ
っ
た
。

こ
の
基
本
的
な
考
え
方
か
ら
、
料
金
表
ど
お
り
に
、

キ
ロ
当
た
り
、
い
く
ら
い
く
ら
の
ベ
ニ
ッ
ヒ
{
即

5
3ゴ
可
に
0
}

を
支
払
い
さ
え
す
れ
ば
、

ト
レ
フ
リ
ン
カ
、
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ッ
、
ソ
ピ
.
ア
ー
ル
、

あ
る
い
は
、
ど
こ
へ
だ
ろ
う
と
、

ユ
ダ
ヤ
人
を
移
送
す
る
用
意
が
あ
っ
た
わ
け
だ
。

基
本
的
な
運
賃
体
系
は
、
戦
争
中
の
会
一
期
間
を
通
じ
て
、
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

十
歳
未
満
は
、
半
額
で
、

四
歳
未
満
は
、
無
料
。

料
金
は
片
道
だ
け
。

監
視
兵
だ
け
は
、
む
ろ
ん
周
滑
り
の
運
賃
も
か
か
っ
た
。

出
発
地
に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
ね
。

ち
ょ
づ
ど
う
か
が
い
ま
す
が
、
絶
滅
侭
容
所
へ
送
ら
れ
た

6
4鼠
糸
満
の
子
供
た
ち
は
・
・
・
:
・
。

運
賃
は
、
た
だ
だ
っ
た
。

:
・
:
た
だ
で
、
ガ
ス
放
さ
れ
る
と
い
う
患
窓
口
浴
し
て
い
た
の
で
す
か
?

そ
う
、
移
送
費
は
無
料
だ
っ
た
。

お
ま
け
に
、
運
賃
の
支
払
い
機
関
、
つ
ま
り
、

列
車
の
注
文
を
お
し
た
滋
関
は
、

ゲ
シ
ュ
タ
ポ
の
中
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
部
局
で
、

し
か
も
、
こ
の
機
関
は
、
財
政
上
の
問
題
を
か
か
え
て
い
た
た
め
に
、

ド
イ
ツ
箆
鉄
は
、
団
体
料
金
を
認
め
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
団
体
用
の
擾
待
運
賃
で
、
運
ば
れ
た
。

そ
こ
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
、

最
低
四

O
O人
か
ら
の
団
体
に
適
用
さ
れ
る
貸
切
料
金
と
同
じ
よ
う
な
、

自
体
用
優
待
運
賃
で
運
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

仮
に
白

O
O人
未
満
で
も
、
四

O
O人
と
申
告
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
、

そ
の
た
め
、
成
人
の
場
合
も
半
額
で
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
釜
本
原
則
で
あ
ヮ
、

次
に
、
貨
車
の
中
.
か
い
ち
じ
る
し
く
汚
れ
た
り
、

あ
る
い
は
、
備
口
問
が
傷
ん
だ
り
し
た
場
合
、

1
1
e
走
行
距
離
は
長
く
、
移
送
考
の
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
途
中
で
死
ん
だ
の
だ
か
ら
、

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
続
で
は
な
か
っ
た
が

l
i

損
害
に
対
し
て
は
、
む
ろ
ん
、
追
加
料
金
が
誘
求
さ
れ
た
。

し
か
し
、
原
則
則
と
し
て
、

運
賃
支
払
い
が
行
な
わ
れ
る
痕
ワ
、
鎗
送
は
行
な
わ
れ
た
。

時
に
は
、

S
Sが
ツ
ケ
を
認
め
さ
せ
、

支
払
い
前
に
、
輸
送
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

と
い
う
の
は
、
い
い
で
す
か
、
あ
ら
ゆ
る
旅
客
業
は

i
i貸
切
旅
行
だ
ろ
う
が
、
偲
人
だ
ろ
う
が
、
ど
ん
な
種
類
の
旅
行
で
も
?
1
1
、

た
っ
た
一
つ
の
旅
行
会
社
が
、
取
り
仕
切
っ
て
い
た
か
ら
だ
ρ

す
な
わ
ち
、
〈
中
欧
旅
行
社
〉
で
、
こ
れ
が
料
金
の
誘
求
や
、
切
符
の
発
売
等
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
た
。

え
て
ほ
ん
と
戸
、
普
透
の
旅
客
を
扱
う
の
と
向
じ
旅
行
社
が
で
す
か
っ

ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
。
同
じ
正
設
の
旅
行
社
で
す
よ
I

そ
こ
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
、
ガ
ス
室
に
送
り
も
し
、

ヴ
ア
カ
ソ
ス
客
を
、
お
好
み
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
送
っ
て
も
い
た
の
だ
。

旅
行
社
も
同
じ
な
ら
、
取
引
も
同
じ
、

手
続
き
も
、
請
求
方
法
ま
で
同
じ
だ
っ
た
。

何
の
遠
い
も
な
く
つ
-

ま
っ
た
く
、
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
実
践
に
、
だ
れ
も
が
、
こ
の
世
で
殺
も
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
に
、

こ
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
の
だ
。

当
た
n
7
前
の
こ
ど
で
な
か
っ
た
の
に
!

そ
う
、
当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
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資料13 配布プリント「アドルフ@アイヒマンj

三子ア ド Jレ τ7 . フプ ----r 七二てrニ/
ー「事務室の中の大量虐殺者」一

1906年 I I 3月19日、 ドイツのゾーリンゲンに生まれる。

1914年 I 8才 i路面電車会社に勤める父の転勤で、オーストリアのリンツへ移る。

1916年 110才 l母死亡。後に父は再婚。

1919年 113才|リンツ実科学校へ進学するが、成績不援で落第。

1923年 117才 i大学進学をあきらめ、国立電気機械専門学校へ編入学。

1924年 118才|退学して鉱山に就職するが倒産。リンツの電気軌道工業会社のセー
ルスマンとして再就職。

1932年 126才!ナチスに入党する。

1933年 I I 1月、ヒトラーが政権を取る。
2 7才 I6月、ナチス親衛隊に入隊。

1934年 128才|ベルリンの国家公安本部に勤務。ユダヤ人対策として、ユダヤ人を
強制的に国外移住させることに従事する。

1935年 Iベロンカ・リーベルと結婚。

1939年 133才 I9月、ドイツ軍がポーランドに侵攻し、第二次世界大戦が始まる。

1941年 135才|ユダヤ人の処刑に関わり始める。

1942年 I 1ヴァンゼー会議で、 1100万人のユダヤ人の最終解決=地上からの抹
殺が決定され、ユダヤ人の大量虐殺を指揮する。

1944年 138才|ハンガリーで捕らえたユダヤ人に、 「死の行進j を命令する。

1945年 1 39才 I 5月、ベル 1)ンが陥落し、ドイツ敗戦。アメリカ軍に逮捕されるが
逃亡。

1950年 144才 iアルゼンチンのブエノスアイレスに入る。以後、リクルト・クレメ
ントの偽名を使って暮らす。

1960年 154才|ドイツより、妻子を呼び寄せたことがきっかけとなり、イスラエル
の秘密警察に泣致され、イスラヱルへ連行される。

1961年 155才|エルサレムで議事jの結果、死刑判決を受ける。

1962年 156才 I5月31日、絞首刑により死亡。

1963年 I Iアメリカ・エール大学の心理学教室で「アイヒマン実験j が行なわ
れる。
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資料14 配布プリント「アイヒマン実験j

Y ----rt:二てずニ/三宅席食

一合法的権威によって他人にfu，告を加えるように命令された時、人はどう煽る舞うかー

生徒を精子に

しばりつける

を中止する

-ン宅ツク送;]16.;

主主験者がサゾプル・

ツ司ッ F事f受ける

一一一一一一一一一一一一一一一一

レバー・ショック水準 沼王[表示 (V) :JHt (4 0名)
一一一一『

1 弘史かなショック 1 5 
2 3 0 
3 4 5 
4 6 0 

5 中将度のショック 7 5 。(不満の芦!) 9 0 
7 105 
8 (うめき向!) 120 

9 強いショック 135 
10 (絶111↓!お願いだ 150 
11 からここから出 165 
12 してくれ) 180 

13 非常に強い 195 
14 ショック 210 
15 225 
16 240 
一一一恥

17 激しいショック 255 
18 (苦悶の 270 
19 金切り声!) 285 
20 (絶望的11l~び! ) 300 5名

21 I積めて激しい 315 4名

22 ショック 330 2名

2:3 (もはや声も111ず) 345 1名

24 360 1名

2!i rßI~' 375 1名

26 すごいショック 390 
27 4. 0 5 
28 4 2 0 

29 x x x x x x x 435 
:w 4 5 0 2 6名

被験者 体罰の効果を調べる実験のために、教師役になって生徒に

体罰を与ーえるように指示されている。

:-E_ 徒 教師の質問に答:えられない時に電気ショックの体罰を受け

る。(ただし、実際は隣の部屋での声の波技を行なう。)

実験者 白衣を着た大学の研究者で、実験を見ながら教師が性徒に

体罰}を与えるのをためらうと、与えるように信不する。

女性 (40名)

4名
1名
2名

1名

2名

1名

2名
1名

2 6名

生涯、私は服従に慣れていました。

盲目的なまでの服従、

私が親衛隣にいた問中、それはずっとでした。

でも私が服従しなかったなら、

どうなったでしょうか?

死刑を前にしたアイヒマンの告白。
ナチスのユダヤ人虐殺は、

数千人の人たちが、

服従の名において遂行した

忌まわしむべき背徳行為の

最も極端な例である。

しかし、それほどひどくなくても

この種の行為は絶えず繰り返されている。

普通の市民が他の人間を殺すよう

命令されて従うのは、

命令されていることが

義務であると思っているからである。

従って、権威の服従は、

長い間美徳としてまを賛されてきたが、

邪悪な目的のために

使われるとするならば、

見直されなければならない。

それは美徳どころか、

情むべき罪となった。

でないとすれば、何であろうか?

スタンレー・ミルグラム

(註)人数は、参加者が最終的にどのレバーまで引いて実験を終了したか、を表す。
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配布プリント「ドイツ人少女が見たナチズムj資料15

ド
イ
ツ
人
少
女
が
見
た
ナ
チ
ズ
ム

イ
ン
ゲ
・
シ
ョ
ル
著
『
自
パ
ラ
は
散
ら
ず
』
未
来
社
私
た
ち
は
幾
時
間
も
怠
を
き
ら
せ
て
歩
き
ま
し
た
が
、
へ
こ
た
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
感
激
が

〈
著
者
は
ナ
チ
ス
抵
抗
運
動
で
処
刑
さ
れ
た
シ
ョ
ル
兄
妹
の
姉
)
つ
よ
く
て
、
疲
れ
た
と
自
状
す
る
気
も
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
若
い
人
た
ち
と
突
然
な
に
か
共
通
な
結
合
感
を

分
か
ち
あ
い
、
ふ
だ
ん
に
は
め
っ
た
に
な
い
ほ
ど
関
て
が
と
れ
る
こ
と
は
、
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
は
な
い
で
し

土
う
か
?
夕
暮
れ
に
私
た
ち
は
キ
ャ
ン
プ
に
つ
ど
い
、
朗
読
や
合
唱
を
し
た
り
、
ま
た
余
興
や
工
作
も
し
ま

し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
一
つ
の
偉
大
な
こ
と
に
献
身
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
締
結
も
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は

真
面
目
に
相
手
に
さ
れ
た
の
で
す
、
心
を
お
ど
ろ
か
す
よ
う
な
期
待
の
さ
れ
か
た
で
し
た
。
そ
し
て
そ
の
こ
と

が
、
私
た
ち
を
特
別
に
お
だ
て
あ
げ
た
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
一
つ
の
大
き
な
組
織
だ
っ
た
有
機
体
の
一
員
で

あ
り
、
そ
れ
は
十
歳
の
少
年
か
ら
成
年
者
に
い
た
る
ま
で
全
員
を
つ
つ
み
、
各
人
に
所
を
あ
た
え
て
い
る
、
と

い
う
気
が
ひ
し
ひ
し
と
し
ま
し
た
。
自
分
が
一
つ
の
過
程
、
大
衆
か
ら
民
族
を
作
り
だ
す
一
つ
の
運
動
に
あ
ず

か
っ
て
い
る
の
だ
、
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
気
持
ち
を
す
さ
ま
せ
、
趣
味
を
あ
さ
く
す
る
よ
う
な
こ

と
か
、
多
少
は
と
も
な
う
の
も
し
か
た
あ
る
ま
い

i

!と
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
と
き
十
五
歳
の
少
女
団
員
が
テ
ン
ト
の
な
か
で
、
長
い
自
転
車
旅
行
の
の
ち
に
み
ん
な
広
い
星
空
の
下

で
の
び
の
び
と
身
を
よ
こ
た
え
て
い
た
と
き
、
か
な
り
唐
突
で
し
た
が
こ
う
言
っ
た
の
で
す
、
「
何
も
か
も
す

ば
ら
し
い
ん
だ
け
ど
i
i
sた
だ
ユ
ダ
ヤ
人
の
こ
と
が
究
に
な
っ
て
し
か
た
が
な
い
わ
」
。
隊
長
を
し
て
い
た
娘

あ
る
朝
の
こ
と
、
私
は
学
校
の
階
段
で
、
同
級
生
の
一
人
が
ほ
か
の
女
の
子
た
ち
に
「
と
う
と
う
ヒ
ト
ラ
i

が
政
権
を
と
っ
た
の
よ
」
と
言
う
の
を
き
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ラ
ジ
オ
も
ど
の
新
聞
も
、
「
今
や
ド
イ
ツ
国
内

万
般
向
上
す
る
の
秋
、
オ
ー
ル
を
掌
握
し
た
ヒ
ト
ラ
ー
」
と
報
道
し
て
お
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
、
政
治
が
私
た
ち
の
生
活
に
と
び
こ
ん
だ
の
で
す
。
ハ
ン
ス
は
当
時
十
五
歳
、
ゾ
フ
ィ

ー
は
十
二
歳
で
し
た
。
私
た
ち
の
耳
に
は
、
組
留
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
ば
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
向

胞
と
か
、
民
族
共
同
体
と
か
、
郷
土
愛
と
か
。
そ
れ
は
私
た
ち
を
威
服
さ
せ
、
私
た
ち
は
そ
の
こ
と
が
学
校
や

街
頭
で
語
ら
れ
る
の
を
耳
に
す
る
た
び
に
、
感
激
し
て
関
き
ほ
れ
ま
し
た
。
だ
っ
て
私
た
ち
は
、
郷
土
を
と
て

も
愛
し
て
い
た
の
で
す
。
森
や
川
や
、
ま
た
果
樹
園
と
ブ
ド
ウ
山
の
あ
い
だ
を
急
な
領
斜
に
そ
っ
て
う
ね
う
ね

と
は
し
る
年
ふ
り
た
灰
色
の
石
垣
。
私
た
ち
は
郷
土
と
い
う
と
、
も
う
す
く
に
、
苔
や
、
し
め
っ
ぽ
い
地
面

ゃ
、
ふ
く
よ
か
な
リ
ン
ゴ
の
に
お
い
を
感
じ
た
の
で
す
。
そ
し
て
そ
こ
、
足
を
ふ
む
限
り
の
土
地
は
、
私
た
ち

に
は
親
し
い
な
つ
か
し
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
担
圏
、
そ
れ
は
こ
と
ば
を
同
じ
く
し
同
じ
民
族
に
属
す
る
す
べ
て

の
人
の
、
拡
張
さ
れ
た
郷
土
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
私
た
ち
は
、
な
ぜ
と
い
う
こ
と
な
し
に

患
を
愛
し
て
お
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
は
、
こ
ん
な
こ
と
を
あ
げ
つ
ら
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
今
、
今
こ
そ
空
た
か
く
、
大
き
く
輝
く
文
字
で
担
国
と
し
る
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
ヒ

ト
ラ
ー
が
|
|
い
た
る
と
こ
ろ
で
私
た
ち
の
開
い
た
こ
と
は

l
iヒ
ト
ラ
ー
が
こ
の
祖
国
を
偉
大
・
幸
福
・
繁

栄
へ
も
た
ら
す
べ
く
努
力
す
る
。
彼
は
各
人
が
仕
事
と
パ
ン
を
得
る
べ
く
心
を
悩
ま
せ
て
、
ド
イ
ツ
人
一
人
一

人
が
そ
の
担
間
に
あ
っ
て
一
個
の
独
立
e

自
由
・
幸
福
な
人
間
と
な
る
ま
で
は
休
み
楽
し
む
こ
と
が
な
い
、
と

い
う
の
で
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
は
よ
い
こ
と
だ
と
認
め
、
私
た
ち
と
し
て
も
よ
ろ
こ
ん
で
協
力
し
よ
う
と
忠

さ
ら
に
あ
る
別
な
こ
と
が
こ
れ
に
加
わ
り
、
私
た
ち
を
言
い
よ
う
も
な
い
力
で
ひ
き
つ

い
ま
し
た
。
だ
が
、

け
、
ひ
き
さ
ら
っ
た
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
腕
を
く
み
隊
伍
を
と
と
の
え
て
行
進
す
る
青
少
年
の
襲
、
そ
の
ひ

る
が
え
る
旗
や
、
前
方
を
直
視
す
る
ま
な
ざ
し
、
太
鼓
の
ひ
び
き
と
歌
声
。
こ
れ
こ
そ
は
、
何
か
圧
倒
的
な
も

の
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
共
同
体
こ
そ
は
?
そ
れ
ゆ
え
、
私
た
ち
み
ん
な
、
ハ
ン
ス
も
ゾ
フ

ィ
ー
も
そ
の
他
み
ん
な
が
ヒ
ト
ラ
ー
青
年
国
に
加
入
し
た
こ
と
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
も
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ

ん
私
た
ち
は
身
も
心
も
噂
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、
父
が
承
諾
を
あ
た
え
る
と
き
い
っ
こ
う
に
喜
び
も

ぜ
ず
誇
り
に
も
し
な
い
の
を
見
て
、
首
を
か
し
げ
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
父
は
こ
の
件
に
つ
い
て
は
と
て

も
不
機
嫌
で
、
と
き
ど
き
こ
う
申
し
ま
し
た
。
「
や
つ
ら
を
信
用
す
る
な
よ
、
子
熊
を
追
う
狼
だ
ぞ
、
や
つ
ら

は
ド
イ
ツ
民
族
の
鼻
づ
ら
を
ひ
き
ま
わ
す
の
だ
」
。
ま
た
彼
は
し
ば
し
ば
ヒ
ト
ラ
ー
を
、
笛
で
子
ど
も
た
ち
を

薪
惑
し
た
と
い
う
ハ

i
メ
ル
ン
の
ね
ず
み
と
り
に
、
比
べ
ま
し
た
。
し
か
し
父
親
の
こ
と
ば
は
嵐
に
吹
き
は
ら

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
ひ
き
も
ど
そ
う
と
す
る
彼
の
試
み
は
、
私
た
ち
の
若
気
な
感
激
の
た
め
に
失
敗
し
た
の

で
す
。私

た
ち
は
ヒ
ト
ラ
ー
芳
年
間
の
仲
間
と
と
も
に
キ
ャ
ン
プ
に
出
か
け
、
新
し
く
発
見
し
た
郷
土
、
シ
ュ
ヴ
ァ

i
ベ
ン
・
ア
ル
プ
ス
を
、
縦
横
無
尽
、
に
歩
き
ま
わ
り
ま
し
た
。

の
答
え
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
分
の
す
る
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
わ
き
ま
え
て
い
る
、
だ
か
ら
み
ん
な
重
大
事
の
た
め

に
は
、
気
に
な
る
こ
と
や
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
の
み
こ
む
の
が
当
然
だ
、
と
い
う
の
で
し
た
。
し
か
し
少
女

の
ほ
う
は
こ
の
返
答
に
な
か
な
か
満
足
せ
ず
、
そ
れ
に
和
す
る
娘
た
ち
も
い
ま
し
た
。
家
庭
で
両
親
た
ち
の
う

れ
え
て
い
る
こ
と
が
、
突
然
こ
ん
な
形
で
娘
た
ち
の
口
か
ら
出
た
わ
け
で
す
。
そ
の
夜
は
、
テ
ン
ト
の
中
は
荒

模
様
と
な
り
ま
し
た
!
ー
だ
が
結
局
、
私
た
ち
は
疲
れ
き
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
く
る
日
は
、
言
い
よ
う

も
な
く
晴
れ
て
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。
前
夜
の
会
話
は
さ
し
あ
た
り
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
の
隊
は
み
ん
な
団
結
し
て
い
て
、
隊
員
は
た
が
い
に
友
愛
関
係
に
あ
る
よ
う
で
し
た
。
同
志
関
係
は

何
か
し
ら
美
し
い
こ
と
と
思
わ
れ
ま
し
た
。
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配布プリント「服従を求める人間の心理j

ヨ
叶
主
〕
こ

L
〈

〉

〉

』

弓

』

〉

、

-
2
一

周
引
い
を
オ
ぜ
そ
メ
印
同
庁
丸
心
理

サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
多
く
の
制
限
察
者
に
と
っ
て
は
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
よ
り
は
謎
の
す
く
な
い
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
を
き
ず

っ
け
、
ひ
と
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
け
っ
し
て
「
よ
い
」
こ
と
で
は
な
く
て
も
、
き
わ
め
て
自
然
で
あ
る
よ

う
に
忠
わ
れ
る
か
ら
。
ホ
ッ
プ
ス
は
「
死
の
ほ
か
に
は
と
ど
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
権
力
か
ら
権
力
を
追
求
す
る
た

え
ま
な
い
願
望
」
の
存
在
を
、
「
全
人
類
に
み
ら
れ
る
一
般
的
な
傾
向
」
と
考
え
た
。
か
れ
に
と
っ
て
権
力
を
も
と
め

る
願
望
は
、
悪
魔
的
な
も
の
で
は
な
く
、
快
楽
と
安
全
を
も
と
め
る
人
間
の
願
望
の
、
ま
っ
た
く
合
理
的
な
結
果
に
ほ

か
な
ら
な
い
。
ホ
て
フ
ス
か
ら
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
に
い
た
る
ま
で
、
支
配
の
願
望
を
、
生
物
的
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
適
者
生

存
の
た
め
の
開
小
の
論
理
的
結
果
と
説
明
す
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
権
力
へ
の
渇
望
は
、
な
ん
の
説
明
も
必
要
と
し
な

い
ほ
ど
あ
き
ら
か
な
人
間
性
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
な
努
力
、
す
な
わ
ち
自
己

自
身
に
反
対
す
る
傾
向
は
、
謎
の
よ
う
に
忠
わ
れ
る
。
ひ
と
び
と
が
自
分
を
小
さ
く
し
、
弱
く
し
、
き
ず
つ
け
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
を
享
楽
し
さ
え
す
る
事
実
を
、
ど
う
理
解
し
た
ら
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
現
象
は
、

人
間
の
心
理
は
快
楽
と
自
己
保
持
に
む
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の
考
え
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
一
部
の
ひ
と
び
と
が
、
わ
れ
わ
れ
が
避
け
た
い
と
思
う
も
の
、
す
な
わ
ち
苦
痛
や
苦
悩
に
惹
き
つ
け

ら
れ
、
そ
れ
な
う
け
い
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ど
う
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
答
え
の
方
向
は
、
す
で
に
こ
の
章
の
初
め
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
お
よ
び
サ
デ
ィ
ズ
ム
的
努
力

の
い
ず
れ
も
が
、
た
え
が
た
い
孤
独
感
と
無
力
感
と
か
ら
個
人
を
逃
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム

的
人
間
を
精
神
分
析
的
に
、
ま
た
経
験
的
に
観
察
す
る
と
、
多
く
の
実
例
に
よ
っ
て
、
か
れ
ら
が
孤
独
感
と
無
力
感
の

恐
怖
に
み
ち
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
る
(
そ
れ
を
く
わ
し
く
の
べ
る
こ
と
は
、
本
詐
の
範
四
を
こ
え
る
の
で
で

き
な
い
が
〉
。
し
ば
し
ば
こ
の
感
情
は
意
識
的
で
は
な
く
、
そ
れ
は
鑓
越
性
や
完
全
性
の
、
出
償
的
な
感
情
で
お
お
わ

れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
人
間
の
無
意
識
的
な
心
の
動
き
を
奥
深
く
さ
ぐ
り
さ
え
す
る
と
、
必
ず

こ
の
感
情
が
み
い
だ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
個
人
は
否
定
的
な
意
味
で
自
由
で
あ
る
と
感
ず
る
。
す
な
わ
ち
か
れ
は
ひ
と

り
ぼ
っ
ち
で
お
り
、
よ
そ
よ
そ
し
い
敵
意
に
み
ち
た
世
界
に
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
の
な
か
で
は
、
ド
ス
ト
イ
エ

ア
ス
キ
ー
の
「
力
一
フ
マ

1
.ソ
フ
の
兄
弟
」
の
な
か
の
す
ぐ
れ
た
叙
述
を
ひ
く
な
ら
ば
、
「
人
間
と
い
う
哀
れ
な
動
物
は
、

(エ
i
リ
ッ
ヒ
・
フ
ロ
ム
『
自
由
か
ら
の
逃
走
』
東
京
創
一
冗
社
よ
り

も
っ
て
生
ま
れ
た
自
由
の
賜
物
を
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
ゆ
ず
り
渡
せ
る
相
手
を
み
つ
け
た
い
と
い
う
、
強
い
眠
い
だ

け
し
か
も
っ
て
い
な
い
」
。
お
び
え
た
個
人
は
、
自
分
そ
だ
れ
か
と
、
あ
る
い
は
な
に
も
の
か
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す

る
。
も
は
や
か
れ
は
自
分
自
身
を
も
ち
き
れ
な
い
。
か
れ
は
狂
気
の
よ
う
に
自
分
自
身
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
。
そ
し

て
こ
の
霊
前
と
し
て
の
、
自
己
を
と
り
の
ぞ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
び
安
定
感
を
え
よ
う
と
す
る
。

マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
は
こ
の
目
標
へ
の
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
努
力
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
は
、
け
っ
き
ょ
く
一

つ
の
こ
と
を
ね
ら
っ
て
い
る
。
個
人
的
自
己
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
、
自
分
自
身
を
失
う
こ
と
、
い
い
か
え
れ
ば
、
自
由

の
霊
前
か
ら
の
が
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ね
ら
い
は
、
個
人
が
圧
倒
的
に
強
い
と
感
じ
る
人
物
や
力
に
服
従
し
よ
う

と
す
る
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
努
力
の
う
ち
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
る
。
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あ
る
条
件
の
も
と
で
は
、
こ
の
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
追
求
は
相
対
的
に
成
功
す
る
。
も
し
個
人
が
こ
の
よ
う
な
マ
ゾ
ヒ
ズ

ム
的
努
力
を
満
足
さ
せ
る
文
化
的
な
型
そ
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
(
た
と
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ス
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

に
お
け
る
「
指
抑
者
」
へ
の
服
従
の
よ
う
に
)
、
か
れ
は
こ
の
感
情
を
と
も
に
す
る
数
百
万
の
ひ
と
び
と
と
結
び
つ
い

て
い
る
よ
う
に
邸
じ
て
、
安
定
感
を
う
る
の
で
あ
る
。

偶
人
的
自
我
を
絶
滅
さ
せ
、
た
え
が
た
い
孤
独
感
に
う
ち
か
と
う
と
す
る
試
み
は
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
努
力
の
一
一
向
に

す
ぎ
な
い
。
も
う
一
つ
の
而
は
、
自
己
の
外
部
の
、
い
っ
そ
う
大
き
な
、
い
っ
そ
う
力
強
い
全
体
の
部
分
と
な
り
、
そ

れ
に
没
入
し
、
参
加
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
の
力
は
個
人
で
も
、
制
度
で
も
、
神
で
も
、
国
家
で
も
、
良
心

で
も
、
あ
る
い
は
肉
体
的
強
制
で
も
、
な
ん
で
も
よ
い
。
ゆ
る
ぎ
な
く
強
力
で
、
永
述
的
で
、
結
成
心
的
で
あ
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
る
力
の
部
分
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ひ
と
は
そ
の
カ
と
栄
光
に
あ
や
か
ろ
う
と
す
る
。
ひ
と
は
自
己
自
身

を
屈
服
さ
せ
、
そ
れ
の
も
っ
す
べ
て
の
力
や
誇
り
を
投
げ
す
て
、
間
人
と
し
て
の
統
一
性
を
失
い
、
自
訟
を
う
ち
す
て

る
。
し
か
し
か
れ
は
、
か
れ
が
没
入
し
た
力
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
安
全
と
新
し
い
誇
り
と
を
摺
得
す

る
。
ま
た
か
れ
は
疑
惑
と
い
う
責
苦
に
抵
抗
す
る
安
全
性
も
揺
得
す
る
。
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
人
間
は
、
外
部
的
権
威
で
あ

ろ
う
と
、
内
面
化
さ
れ
た
良
心
あ
る
い
は
心
理
的
強
制
で
あ
ろ
う
と
、
と
も
か
く
そ
れ
ら
を
主
人
と
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
決
断
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
自
分
の
述
命
に
最
後
的
な
責
任
を
も
っ
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
決
定
宏
な
す
べ
き
か
と
い
う
疑
惑
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
か
れ
は
ま
た
か
れ
の
生
活
の
意
味
が
な
ん
で
あ
り
、

か
れ
が
な
に
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
疑
惑
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
、
か
れ
が
結
び
つ
い
て
い
る
力

と
の
関
係
に
よ
っ
て
答
え
ら
れ
る
。
か
れ
の
生
活
の
意
味
や
か
れ
の
自
我
の
同
一
性
は
、
自
身
が
屈
服
し
た
よ
り
大
き

な
全
体
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

他
人
に
た
い
し
て
完
全
な
支
配
者
と
な
ろ
う
と
す
る
サ
デ
ィ
ズ
ム
は
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
傾
向
と
は
ま
っ
た
く
反
対
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
で
こ
の
二
つ
の
傾
向
が
密
接
に
く
み
あ
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
ば
、
ひ
と
は
当
惑
す
る

か
も
わ
か
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
実
際
の
結
果
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
依
存
し
苦
し
も
う
と
す
る
願
望
と
、
他
人
を

支
配
し
苦
し
め
よ
う
と
す
る
願
望
と
が
、
正
反
対
の
も
の
で
あ
る
と
と
は
疑
い
な
い
。
し
か
し
心
理
学
的
に
は
、
こ
の

こ
つ
の
傾
向
は
一
つ
の
根
本
的
な
要
求
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
孤
独
に
た
え
ら
れ
な
い
こ
と
と
、
自
己
自
身

の
弱
点
と
か
ら
逃
れ
で
る
こ
と
で
あ
る
。
私
は
サ
デ
ィ
ズ
ム
と
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
ど
ち
ら
の
根
底
に
も
み
ら
れ
る
こ
の
目

的
を
、
共
棲
(
担
当
宏
O

丘
む
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
心
理
学
的
意
味
に
お
け
る
共
援
と
は
、
自
己
宏
他
人
と
(
あ
る

い
は
か
れ
の
外
側
の
ど
の
よ
う
な
力
と
で
も
)
、
お
た
が
い
に
自
己
自
身
の
統
一
性
を
失
い
、
お
た
が
い
に
完
全
に
依

存
し
あ
う
よ
う
に
、
一
体
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
衝
動
が
支
配
的
で
あ
る
よ
う
な
人
間
の
性
格
を
、
サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
と
特
徴
.
つ
け
る
と

と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
入
閣
は
必
ず
し
も
神
経
旋
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
あ
る
特
種
の
性
格
構

造
が
「
神
経
症
」
的
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
正
常
的
」
で
あ
る
か
は
、
だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
、
か
れ
ら
が
置
か
れ
て

い
る
社
会
的
状
況
の
な
か
で
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
や
、
か
れ
ら
の
文
化
に
お
い
て
現
存
し
て
い
る
感
情
や
行

動
の
型
に
よ
っ
て
、
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
、
ド
イ
ツ
や
そ
の
他
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
、
下
居
中
産
階
級
の

大
部
分
に
は
、
こ
の
サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
性
賂
が
典
型
的
に
み
ら
れ
る
。
の
ち
に
く
わ
し
く
示
す
で
あ
ろ
う
が
、
ナ

チ
の
イ
デ
オ
ロ
・
キ
ー
が
も
っ
と
も
強
く
訴
え
た
の
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
積
の
性
格
構
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
サ
ド
・
マ

ゾ
ヒ
ズ
ム
的
」
と
い
う
言
葉
は
、
倒
錯
と
神
経
症
と
い
う
観
念
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
ら
、
こ
と
に
神
経
症
的
で
は
な

く
て
正
常
な
人
間
を
さ
す
ば
あ
い
に
は
、
私
は
サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
性
桔
と
い
う
言
葉
を
使
、
っ
か
わ
り
に
、
「
権
威

主
義
的
性
格
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
用
語
の
使
い
か
た
は
、
サ
ド
・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
的
人
間
の
特
徴
は
、
構
成

に
た
い
す
る
程
度
に
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
正
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
れ
は
椛
戚
を
た
た
え
、
そ
れ

に
服
従
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
同
時
に
か
れ
は
み
ず
か
ら
権
威
で
あ
ろ
う
と
知
い
、
他
の
も
の
を
服
従
さ
せ
た
い
と

照
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
言
葉
を
使
う
も
う
一
つ
の
理
由
が
あ
る
。
フ
ァ
ッ
シ
語
的
組
織
は
、
椛
戚
が
社
会
的
政
治

的
情
泣
に
お
い
て
支
配
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と
い
う
理
由
で
、
み
ず
か
ら
権
威
主
義
的
と
よ
ん
で
い
る
。
そ
れ
で

「
権
威
主
義
的
性
桔
」
と
い
う
言
葉
で
、
ブ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
人
間
的
法
砲
と
な
る
よ
う
な
パ

1
ス
ナ
リ
テ
ィ
の
問
造
を

代
表
さ
せ
た
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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グ
ル
イ
ズ
ム
の
陥
葬

配布プリント「オウムからの帰還J

オ
ウ
ム
事
件
を
振
り
返
っ
て
み
で
あ
ら
た
め
て
痛
感
す
る
の
は
、
人
間
が
集
団
化
し
組
織
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
引

わ
υ.v
』

年
一
」
起
ご
さ
れ
る
暴
力
が
、
い
か
に
惨
た
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
だ
。
集
団
化
は
人
間
の
理
性
を
眠
ら
せ
、

心
の
契
底
に
ひ
そ
む
間
の
深
さ
を
浮
き
彫
り
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
が
、
本
来
暴
力
を

否
定
し
て
い
る
は
ず
の
宗
教
の
名
の
も
と
で
、
実
際
に
お
こ
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
正
直
言
っ
て
僕
は
戸
惑
い
を

隠
し
き
れ
な
い
。

修
行
に
よ
っ
て
自
己
を
高
め
、
集
団
と
な
っ
て
す
べ
て
の
人
び
と
の
救
済
を
目
指
す
。
そ
の
た
め
の
宗
教
と
い
う
看

板
が
掲
げ
ら
れ
た
入
口
を
く
ぐ
っ
た
は
ず
が
、
出
口
に
は
凶
悪
な
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
と
い
う
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

オ
ウ
ム
と
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
「
装
置
」
だ
っ
た
。
い
っ
た
い
そ
こ
で
は
何
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
か
。

入
口
で
人
び
と
を
魅
き
つ
け
た
自
己
の
変
革
と
理
想
世
界
へ
の
移
行
と
い
う
方
向
性
を
、
オ
ウ
ム
は
そ
の
「
修
行
」

と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
巧
妙
に
す
り
替
え
て
い
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
だ
。

個
人
の
修
行
に
始
ま
る
オ
ウ
ム
の
シ
ス
テ
ム
は
、
や
が
て
教
団
の
た
め
の
奉
仕
活
動
に
移
行
し
て
い
き
、
「
ワ

i
ク」

と
い
う
名
の
課
題
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
は
、
「
あ
な
た
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
グ
ル
が
個
人
的

に
与
え
る
も
の
だ
」
と
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
グ
ル
が
自
分
の
こ
と
を
克
て
い
て
く
れ
る
。
信
者
は
こ
れ
に
感
激
し
、

グ
ル
に
よ
っ
て
見
守
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
堵
惑
を
得
、
与
え
ら
れ
た
ワ

l
ク
に
没
頭
す
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
弟
子
と
グ
ル
と
の
関
係
が
始
ま
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
す
べ
て
が
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

グ
ル
は
最
初
、
き
わ
め
て
優
し
く
接
し
つ
つ
、
少
し
ず
つ
高
度
な
課
題
を
与
え
て
い
く
。
そ
れ
を
こ
な
せ
な
い
弟
子

は
、
そ
の
時
点
で
相
手
に
さ
れ
な
く
な
る
。
だ
か
ら
弟
子
は
必
死
に
な
っ
て
課
題
を
こ
な
し
、
グ
ル
に
一
歩
で
も
近
づ

こ
う
と
す
る
。
グ
ル
は
、
は
い
上
が
っ
て
く
る
弟
子
に
対
し
て
よ
り
困
難
な
課
題
を
与
え
て
い
く
。

同
時
に
弟
子
に
対
し
て
厳
し
く
接
す
る
よ
う
に
な
る
。
課
題
を
こ
な
せ
な
い
弟
子
を
多
く
の
面
前
で
罵
倒
し
た
り
も

す
る
。
精
神
的
に
も
弟
子
を
追
い
詰
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
だ
が
困
難
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
弟
子
は
そ
れ
が
グ
ル
の

慈
変
で
あ
る
と
解
釈
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
努
力
す
る
の
だ
。
そ
し
て
国
難
な
課
題
を
達
成
し
た
と
き
、
は
じ
め
て
グ

ル
は
微
笑
み
な
が
ら
祝
福
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
成
就
」
「
解
脱
」
と
い
う
言
葉
で
飾
ら
れ
て
い
く
。

弟
子
は
よ
り
国
難
な
諜
題
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
こ
で
グ
ル
に
対
し
て
疑
念

を
抱
く
余
地
な
ど
な
い
。
疑
念
を
も
っ
た
そ
の
瞬
間
に
グ
ル
か
ら
見
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
グ
ル
の
意
思
を
完
全
に
受
け
入
れ
、
実
行
す
る
弟
子
だ
け
が
残
っ
て
い
く
。
こ
れ
が
グ
ル
へ
の
絶
対
滞

依
で
あ
る
。
オ
ウ
ム
で
は
ご

O
Oパ
ー
セ
ン
ト
の
布
施
」
「
肉
体
の
す
べ
て
を
布
施
す
る
」
あ
る
い
は
「
自
己
を
空
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つ
ぼ
の
器
に
し
、
そ
こ
に
グ
ル
の
意
思
を
満
た
す
」
と
い
う
表
現
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
実
践
で
き
る
も
の
だ
け

を
、
麻
原
さ
ん
は
自
分
の
身
近
に
お
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
で
は
た
し
か
に
グ
ル
へ
の
強
力
な
帰
依
を
説
く
「
グ
ル
イ
ズ
ム
」
と
い
う
も
の
が
修
行
形
態
と
し
て
存
在

し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
自
体
を
考
察
す
る
だ
け
の
資
格
は
僕
に
は
な
い
。
た
だ
言
え
る
の
は
、
「
オ
ウ
ム
真
理
教
」

に
お
け
る
グ
ル
イ
ズ
ム
と
い
う
も
の
の
問
題
点
で
あ
る
。

思
い
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
連
の
事
件
の
実
行
犯
と
さ
れ
る
人
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
が
、
麻
原
さ
ん
の
身
近
に
い

た
幹
部
ば
か
り
で
あ
る
。
麻
原
さ
ん
は
彼
ら
を
選
ん
で
「
殺
人
」
と
い
う
理
不
尽
き
わ
ま
り
な
い
課
題
を
与
え
た
の
だ
。

な
ぜ
彼
ら
だ
っ
た
の
か
。
グ
ル
へ
の
帰
依
が
で
き
て
い
る
か
ら
だ
。
ど
ん
な
理
不
尽
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
秘
密
を

け
っ
し
て
地
に
漏
ら
す
こ
と
な
く
実
行
で
き
る
弟
子
た
ち
。
そ
ん
な
彼
ら
を
麻
原
さ
ん
は
慎
重
に
選
ん
だ
の
だ
と
思
う
。

こ
れ
も
ま
た
「
修
行
」
だ
と
言
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
僕
は
そ
う
は
思
わ
な
い
。
麻
原
さ
ん
は
彼
ら
を

利
用
し
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。
何
に
?
麻
原
さ
ん
自
身
の
欲
望
の
実
現
の
た
め
に
で
あ
る
。

こ
こ
に
大
き
な
す
り
替
え
、
欺
き
が
あ
る
。
グ
ル
が
弟
子
に
関
難
な
課
題
を
与
え
追
い
詰
め
て
い
く
の
は
、
弟
子
を

解
脱
へ
と
救
済
へ
と
導
く
た
め
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
弟
子
は
す
べ
て
を
棄
て
て
グ
ル
に
帰
依
す
る
の
で

あ
る
。
グ
ル
と
弟
子
と
は
、
ひ
と
つ
の
「
契
約
」
を
か
わ
し
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
の
か
。

だ
が
、
こ
こ
で
僕
は
問
い
た
い
。
サ
リ
ン
を
撒
く
こ
と
の
、
ど
こ
が
救
済
な
の
か
。
大
量
無
差
別
殺
人
に
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
グ
ル
は
弟
子
を
ど
こ
へ
導
い
た
と
い
う
の
か
。

は
じ
め
か
ら
殺
人
を
肯
定
す
る
教
団
と
知
っ
て
オ
ウ
ム
真
理
教
に
入
信
し
た
信
者
は
、
お
そ
ら
く
一
人
も
い
な
か
っ

た
は
ず
だ
。
実
行
犯
と
さ
れ
る
人
た
ち
も
み
な
、
自
己
の
変
革
、
他
者
の
救
済
、
理
想
世
界
へ
の
移
行
、
そ
う
し
た
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
オ
ウ
ム
の
門
を
く
ぐ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
先
に
待
ち
受
け
て
い
た
も
の
を
、
彼
ら
は
想
像
す
ら

で
き
な
か
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
「
救
済
」
と
い
う
言
葉
を
唱
え
つ
つ
彼
ら
は
サ
リ
ン
を
撒
い
た
と
開
く
。
こ
こ
に
集
団

化
す
る
こ
と
の
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
と
思
う
。
グ
ル
へ
の
絶
対
帰
依
ば
か
り
で
は
な
く
、
オ
ウ
ム
の
集
団
と
し
て
の
強
力

な
圧
力
、
集
団
化
が
生
み
だ
す
抑
え
き
れ
な
い
力
と
い
う
も
の
も
、
こ
の
一
連
の
事
件
に
は
働
い
て
い
る
と
思
う
。

オ
ウ
ム
の
も
う
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
」
つ
ま
り
最
終
戦
争
の
危
機
感
が
あ
る
。
オ
ウ
ム

は
こ
れ
を
半
ば
強
迫
観
念
的
に
説
き
つ
づ
げ
る
の
だ
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
地
球
規
模
で
の
危
機
状
況
の
進
行
は
、

す
で
に
多
く
の
人
び
と
の
心
に
迫
っ
て
い
る
問
題
で
も
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
元
に
届
く
情
報
は
ど
れ
を
見
て
も
、
も
は

や
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悲
惨
な
近
未
来
の
姿
し
か
伝
え
て
お
ら
ず
、
ひ
る
が
え
っ
て
物
質
文
明
に
埋
没
し
き
っ
た

非
力
で
し
か
な
い
自
分
の
姿
に
気
づ
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
に
オ
ウ
ム
が
終
末
か
ら
の
救
済
、
あ
る
い
は
終
末
後
の
新
世
界
を
説
き
な
が
ら
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
終
末
と

い
う
漠
然
と
し
た
不
安
感
は
、
個
人
に
お
い
て
は
遠
い
先
の
物
語
と
し
か
思
え
な
い
が
、
そ
れ
が
集
団
の
な
か
で
語
ら

れ
る
や
、
差
し
迫
っ
た
事
態
と
し
て
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
帯
び
は
じ
め
る
。
僕
は
オ
ウ
ム
の
な
か
で
「
救
済
の
た
め
だ
か

ら
仕
方
が
な
い
」
「
ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
幾
度
も
耳
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

論
理
が
オ
ウ
ム
と
い
う
集
団
の
な
か
で
増
幅
さ
れ
て
い
き
、
や
が
て
臨
界
点
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
理
不
尽
で
破
壊
的

な
行
動
へ
と
突
っ
走
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
理
性
的
な
判
断
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
余
地
な
ど

残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
思
う
と
き
僕
は
心
底
、
恐
怖
を
覚
え
る
。
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オ
ウ
ム
と
い
う
怪
物
:
:
:
も
ち
ろ
ん
僕
に
は
ま
だ
そ
の
ほ
ん
の
一
部
し
か
見
え
て
い
な
い
。
だ
が
、
い
ま
の
僕
は
こ

れ
以
上
冷
静
に
分
析
を
進
め
ら
れ
る
状
態
に
は
な
い
。

オ
ウ
ム
が
実
際
に
破
壊
し
た
も
の
を
思
い
起
こ
す
た
び
に
僕
は
言
葉
を
失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
:
:
:
。
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